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ポストコロナ
自然と人間との共生の視点から
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ポストコロナ
自然と人間との共生の視点から

　人類社会の状況を一変させた新型コロナウイルス感染
症（COVID-19）。発生・拡大の要因には、気候変動や森
林破壊など自然と人間との関係の歪みが存在する。
　ウィズ／ポストコロナ時代を考えるとき、自然との関
わり方を考えるつとめが私たちにあるのではないか。
　この問題を話し合うため、パンデミック発生から約1
年を経た2021年2月3日、地球環境問題を見つめてきた
2人のコスモス国際賞受賞者を招き、オンラインで緊急
のシンポジウムを開催した。
　本号では、このシンポジウムの内容を紹介し、さらに、
4人の著名な研究者から寄せられたメッセージによって、
新しい時代に私たちはどうあるべきかを考える。

　
井
田
徹
治
（
司
会
）

　
私
た
ち
は
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D－

19
）
の
世

界
的
流
行
の
只
中
に
あ
る
。
そ
の
原
因

を
一
つ
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

我
々
人
間
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
人
獣
共
通
感
染
症
は
、

熱
帯
雨
林
の
破
壊
、
気
候
変
動
、
ゲ
ー

ム
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
野
生
動
物
取
引
な

ど
人
間
活
動
に
よ
る
環
境
破
壊
に
密
接

に
関
連
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
環
境
問

題
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
登
壇
者
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
洞
察
を
通
じ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
の
時
代
に
、
様
々
な
グ
ロ
ー
バ
ル

な
環
境
問
題
を
解
決
す
る
道
を
探
る
も

の
で
あ
り
、
時
宜
を
得
た
、
ま
た
非
常

に
重
要
な
機
会
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま

ず
、
各
自
短
い
発
表
を
行
い
、
そ
の
後
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

知
識
を
深
め
、
新
た
な
洞
察
を
得
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　
武
内
和
彦

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以

融解が進むグリーン
ランドの氷山

持続可能な未来を拓く
コロナ時代における自然と人間との共生

国際WEBシンポジウム
INTERNATIONAL COSMOS PRIZE

※本原稿は2021年2月3日にオンライン開催されたシンポジウムの内容を、
　翻訳・再構成したものです。掲載にあたり表現を常体に置き換えています。

共催：公益財団法人 国際花と緑の博覧会記念協会、公益財団法人 地球環境戦略研究機関（IGES）
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ま
っ
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
行
き
過
ぎ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
で
あ
る
。
急
激
な
グ
ロ

ー
バ
ル
化
は
、
世
界
の
人
と
モ
ノ
の
交

流
を
促
進
し
た
が
、
一
方
で
様
々
な
問

題
も
生
み
出
し
て
き
た
。
例
え
ば
農
林

水
産
物
の
貿
易
自
由
化
の
促
進
は
、
日

本
の
よ
う
な
食
料
輸
入
国
で
自
給
率
が

低
下
す
る
な
ど
の
問
題
を
引
き
起
こ
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
こ
れ
ほ

ど
短
期
間
に
す
べ
て
の
大
陸
に
広
が
っ

た
の
は
、
明
ら
か
に
急
激
な
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
持
つ
負
の
側
面
が
顕
在
化
し
た

も
の
で
あ
る
。

事
態
は
こ
れ
ま
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
社
会
を
変

え
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
二
〇
二
一
年
一
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
や
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

に
向
け
た
経
済
構
造
の
転
換
な
ど
を
後

押
し
す
る
経
済
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
、

二
〇
二
〇
年
度
第
三
次
補
正
予
算
が
成

立
し
た
。
こ
の
予
算
は
、
デ
ジ
タ
ル
改

革
や
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
を
推
進
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
重
要
な
の
は
、
社
会
変
革
を
目
指
す

際
に
、
人
類
が
直
面
す
る
地
球
的
課
題

に
対
し
て
、
統
合
的
に
取
り
組
む
と
い

う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
か
ら
の
持
続
可
能
な
復
興
に

お
い
て
も
、
多
面
的
、
総
合
的
な
視
点

か
ら
問
題
解
決
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
世
界
、
地
域
、
ロ
ー
カ
ル
と
い

っ
た
異
な
る
レ
ベ
ル
の
議
論
を
シ
ー
ム

レ
ス
に
組
み
合
わ
せ
て
、
複
数
の
レ
ベ

ル
で
複
合
的
な
解
決
方
法
を
見
出
し
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

下「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」と
略
す
）

の
拡
大
の
背
景
に
は
、
二
つ
の
根
本
的

問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
一
つ
は
、
自
然

と
人
間
と
の
不
適
切
な
関
係
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

代
表
さ
れ
る
人
獣
共
通
感
染
症
の
根
本

原
因
は
、
人
間
が
野
生
動
物
の
棲
む
自

然
の
領
域
に
近
づ
き
す
ぎ
た
こ
と
に
あ

る
。
こ
う
し
た
感
染
症
が
多
く
発
生
す

る
地
域
の
一
つ
で
あ
る
東
ア
ジ
ア
で
は
、

大
規
模
な
森
林
破
壊
や
農
業
開
発
、
急

激
な
都
市
化
に
よ
り
、
野
生
的
自
然
と

人
間
の
居
住
域
の
間
に
存
在
し
て
い
た

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
が
破
壊
さ
れ
て
し

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
あ
ら
ゆ
る

人
々
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
と
り
わ
け
、

開
発
途
上
国
の
人
々
や
、
先
進
国
で
も

貧
困
層
が
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を

い
か
に
包
摂
的
（
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
）

な
社
会
に
つ
な
げ
る
か
は
大
き
な
課
題

で
あ
る
。

　
同
様
の
こ
と
は
、
ま
す
ま
す
深
刻
化

す
る
気
候
変
動
や
、
急
激
に
進
む
生
物

多
様
性
の
喪
失
な
ど
、
他
の
地
球
規
模

の
課
題
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
こ
れ
ら

は
、
自
然
と
人
間
の
非
持
続
的
な
関
係

の
拡
大
に
帰
着
す
る
。
私
た
ち
は
今
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界
を
ど
の
よ
う

に
再
構
築
し
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
単
純
に
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
社
会
に
戻
る
こ
と
を
目
指
す
の
か
、

そ
れ
と
も
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
持
続
可
能

な
社
会
に
つ
な
げ
る
方
向
に
変
換
さ
せ

る
の
か
、
そ
れ
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
私
は
、
国
際
社
会
が
そ
の
総
力
を
挙

げ
て
持
続
可
能
な
道
筋
を
目
指
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）の
実
現
の
た
め
に
は
大
き

な
社
会
変
革
が
重
要
で
あ
る
と
た
び
た

び
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

気仙沼大島田中浜の避難路
（環境省グリーン復興プロジェクト）

地
球
的
課
題
の
解
決
に
向
け
た

統
合
的
・
長
期
的
ア
プ
ロ
ー
チ
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も
う
一
つ
重
要
な
点
と
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
の
持
続
可
能
で

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
復
興
を
目
指
す
に
は
、

当
面
の
緊
急
事
態
に
対
す
る
短
期
的
な

対
応
を
進
め
る
一
方
で
、
長
期
的
な
展

望
に
立
っ
た
社
会
変
革
の
あ
り
方
を
併

せ
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
（
I
G
E

S
）
が
提
案
す
る
「
ト
リ
プ
ル
R
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
危
機
か
ら
脱
す
る
た
め
の
直
接

的
対
応
（
レ
ス
ポ
ン
ス
）
や
、
危
機
か

ら
の
復
興
（
リ
カ
バ
リ
ー
）
に
向
け
た

環
境
・
社
会
経
済
対
策
と
同
時
並
行
的

に
、
持
続
可
能
で
回
復
力
の
あ
る
レ
ジ

リ
エ
ン
ト
な
世
界
へ
の
公
正
な
移
行
に

向
け
て
、
現
在
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム

を
再
設
計
（
リ
デ
ザ
イ
ン
）
す
る
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
短
期

的
な
レ
ス
ポ
ン
ス
の
段
階
か
ら
長
期
的

な
リ
デ
ザ
イ
ン
を
視
野
に
入
れ
た
取
り

組
み
を
同
時
並
行
的
に
行
う
と
い
う
こ

と
が
重
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
気
候
変

動
適
応
、
生
物
多
様
性
保
全
、
自
然
災

武内和彦（たけうち・かずひこ）
公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）理事長。東京大学
教授、国連大学上級副学長などを経て、2017年より現職。専門
は環境学、サステナビリティ学。コスモス国際賞委員会委員

図　気象災害からの適応復興＊

危機への対応

直接対応（レスポンス）

再設計（リデザイン）

復興（リカバリー）

レジリエントな未来社会のリデザイン

◆災害時の緊急人道支援
◆避難所・仮設住宅の開設と運営
◆災害廃棄物の撤去

◆多様な主体が連携・協力（自助、共助、公助）
◆感染症、熱中症、地震などの複合リスクにも対応
◆災害が発生する前の事前復興の推進

◆生態系サービスを活かした柔軟な適応、
　生態系を活かした防災・減災
◆インフラ整備と効率的土地利用の推進

災害をしなやかに受け止める社会への復興

＊ 適応復興（Adaptive Recovery）とは、日本が
2020年6月に提唱した新しい概念。災害からの復興
にあたって、気候変動への適応を含むレジリエンス
を高める措置を講じることが求められる。

出典：IGES（2020）

持
続
可
能
な
未
来
を
拓
く

1
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な
く
他
の
国
や
地
域
で
も
実
践
さ
れ
て

い
る
。
自
律
分
散
を
基
調
と
す
る
地
域

循
環
共
生
圏
は
、
様
々
な
問
題
を
解
決

で
き
る
社
会
へ
の
移
行
を
促
す
も
の
と

い
え
る
。

　
グ
レ
ッ
チ
ェ
ン
・
カ
ー
ラ
・
デ
イ
リ
ー

　
私
た
ち
は
皆
、
地
球
の
生
命
維
持
シ

ス
テ
ム
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、
我
々
の

や
り
方
を
抜
本
的
に
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
。
明
る

い
未
来
を
切
り
開
く
に
は
、
我
々
が
自

然
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
自

覚
し
、
そ
の
こ
と
を
自
ら
の
考
え
方
に
、

そ
し
て
、
計
画
・
政
策
・
財
政
の
な
か

に
、
あ
る
い
は
日
々
の
意
思
決
定
に
体

系
的
に
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

　
す
べ
て
の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
生
活

を
送
っ
て
い
よ
う
と
、
ま
た
ど
こ
に
暮

ら
し
て
い
よ
う
と
、
誰
も
が
自
然
に
大

き
く
依
存
し
て
い
る
。
こ
の
巨
大
で
複

雑
な
関
係
の
網
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の

生
命
や
暮
ら
し
は
維
持
さ
れ
、
充
足
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
目
に

見
え
ず
、
耳
に
聞
こ
え
も
し
な
い
。
見

え
る
の
は
そ
の
片
鱗
だ
け
で
あ
り
、
そ

れ
は
例
え
ば
巣
を
離
れ
て
農
場
を
飛
び

ま
わ
り
、
受
粉
を
行
う
ハ
チ
な
ど
だ
。

私
た
ち
は
木
を
見
て
、
地
下
に
あ
る
根

が
農
場
か
ら
流
れ
出
る
化
学
物
質
を
ろ

過
し
、
飲
み
水
へ
と
浄
化
す
る
こ
と
を

想
像
す
る
。
ま
た
、
木
が
二
酸
化
炭
素

を
吸
収
す
る
こ
と
で
、
地
域
や
世
界
の

望
ま
し
い
気
候
の
維
持
に
役
立
っ
て
い

る
こ
と
を
思
う
。
公
園
で
は
、
大
人
が

散
策
し
、
子
ど
も
が
遊
び
、
人
々
が
会

害
か
ら
の
復
興
を
ト
リ
プ
ル
R
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
し
た
が
っ
て
組
み
合
わ
せ

て
、
地
域
社
会
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化

に
つ
な
げ
る
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

　
図
﹇
5
頁
」
は
、
気
候
災
害
か
ら
の
適

応
復
興
の
在
り
方
を
、
ト
リ
プ
ル
R
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
し
た
が
っ
て
示
し
て

い
る
。
人
道
支
援
や
緊
急
避
難
と
い
っ

た
危
機
対
応
を
行
う
一
方
、
生
態
系
を

活
か
し
た
気
候
変
動
適
応
や
都
市
計
画

を
通
じ
た
災
害
リ
ス
ク
の
軽
減
な
ど
を

行
う
こ
と
で
、
災
害
を
し
な
や
か
に
受

け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
復
興
を
目
指
し

て
い
る
。
多
様
な
主
体
の
連
携
や
複
合

リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
同
時
並
行
的
に
進

め
る
こ
と
で
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
未
来

社
会
の
リ
デ
ザ
イ
ン
を
実
施
し
て
い
く
。

　
次
に
、
私
も
深
く
関
与
し
た
日
本
政

府
の
第
五
次
環
境
基
本
計
画
（
二
〇
一

八
年
四
月
十
七
日
）
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
の
計
画
に
は
二
つ
の
大
き
な
特
徴
が

あ
る
。
一
つ
に
は
、
環
境
、
経
済
、
社

会
の
統
合
的
向
上
を
目
指
す
と
い
う

S
D
G
s
の
考
え
方
を
こ
の
基
本
計
画

の
中
心
的
理
念
と
し
て
取
り
入
れ
た
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
S
D
G
s
の
ロ
ー

カ
ル
化
に
よ
り
社
会
変
革
を
も
た
ら
す

た
め
の
手
法
と
し
て
、「
地
域
循
環
共

生
圏（
C
E
S
）」の
創
造
を
謳
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
自
然
と

共
生
す
る
、
脱
炭
素
で
資
源
循
環
型
の

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
地
域

循
環
共
生
圏
の
基
本
目
標
は
、
自
律
分

散
型
の
地
域
社
会
を
構
築
し
な
が
ら
、

同
時
に
世
界
と
つ
な
が
っ
た
地
域
づ
く

り
、
す
な
わ
ち
地
方
創
生
を
実
現
す
る

こ
と
に
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
あ
る
べ
き
持
続
可
能
な
社

会
像
と
し
て
注
目
さ
れ
、
日
本
だ
け
で

グレッチェン・カーラ・デイリー　Gretchen Cara Daily
スタンフォード大学教授。生物多様性保全と人類の発展を融和
させるための新たな方針や融資の大きな枠組みづくりなどに取
り組む。政府、企業、コミュニティが自然の経済的価値を評価
する際に大きな影響を与える「自然資本プロジェクト」を設立
し、運営にあたる。2009年コスモス国際賞受賞者

歴
史
上
前
例
の
な
い

地
球
維
持
シ
ス
テ
ム
の
危
機
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話
す
る
、
そ
れ
ら
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
自
然
を
体
験
し
、
生
態
系
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
、
心
身
に
恩
恵
を
受
け

て
い
る
。
ま
た
私
た
ち
の
活
動
が
、
私

た
ち
自
身
の
微
生
物
叢
（
マ
イ
ク
ロ
バ

イ
オ
ー
ム
）
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
私
た
ち
の
体
内

に
は
、
自
ら
の
細
胞
の
実
に
十
倍
以
上

も
の
微
生
物
叢
が
存
在
し
、
心
身
の
健

康
状
態
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
自
然
を
体
験
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
う
し
た
あ
ら
ゆ
る
方
法
の
中
心
に
位

置
す
る
。よ
り
重
要
な
の
は
、愛
情
、帰

属
、
美
、
精
神
と
い
っ
た
感
覚
の
中
心

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
で
は
、
私
た
ち
は
何
を
な
す
べ
き
だ

ろ
う
か
。
私
た
ち
は
失
っ
て
し
ま
う
ま

で
自
然
の
価
値
を
見
よ
う
と
は
せ
ず
、

見
え
た
と
き
に
は
遅
す
ぎ
る
。
壊
滅
的

な
森
林
破
壊
、
そ
れ
に
よ
り
生
じ
る
洪

水
、
あ
る
い
は
湿
地
の
消
失
や
沖
合
の

サ
ン
ゴ
の
消
滅
な
ど
、
急
速
に
進
行
す

る
こ
れ
ら
の
影
響
に
よ
り
、
人
類
は
そ

の
歴
史
上
前
例
の
な
い
時
代
を
迎
え
て

い
る
。
人
口
増
と
人
間
活
動
は
地
球
の

生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
を
圧
迫
し
、
地
球

の
限
界
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
バ
ウ
ン
ダ

リ
ー
）
を
超
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
、
ロ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム
博
士
が
数
々

の
研
究
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
と
お
り

で
あ
る
。
私
た
ち
は
人
類
の
誕
生
以
来
、

生
物
多
様
性
を
最
も
低
い
レ
ベ
ル
に
ま

で
低
下
さ
せ
て
い
る
。
次
の
小
惑
星
が

地
球
に
衝
突
す
る
ま
で
、
地
球
上
の
す

べ
て
の
生
命
の
未
来
を
決
め
る
の
は
人

間
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
大
変
革
を

起
こ
せ
る
だ
ろ
う
か
。
我
々
の
う
ち
誰

か
が
完
全
な
答
え
を
持
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
私
は
、
人
類
が
自
然
の
価
値

を
認
識
し
、
人
間
と
そ
れ
以
外
の
生
命

と
を
調
和
さ
せ
、
グ
リ
ー
ン
で
ウ
イ
ン

ウ
イ
ン
の
道
を
切
り
開
こ
う
と
協
働
す

る
こ
と
に
解
決
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
が
あ

る
の
で
は
と
考
え
る
。

　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
兆
し
も
見
ら
れ
る
。

過
去
十
年
間
で
、
自
然
の
価
値
を
評
価

す
る
体
系
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
登
場
し
た
。

こ
れ
は
非
常
に
多
く
の
国
々
、
何
千
人

も
の
科
学
者
、
何
百
万
人
も
の
人
々
が
、

実
用
的
な
方
法
を
生
み
出
す
こ
の
取
り

組
み
に
参
加
し
、
緊
密
に
連
携
し
た
成

果
の
賜
物
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
社
会
、

政
府
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
世
界
中
の
市
民
社

会
で
、
意
思
決
定
に
関
連
す
る
知
識
が

生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
こ
れ

を
、
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
で
き
、
実
行
で

き
る
も
の
に
し
て
い
る
。

　
ユ
ー
ザ
ー
は
、
基
本
的
に
共
通
の
言

語
と
共
通
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
提
供

す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
、
自
然
の
役
割

に
光
を
当
て
る
体
系
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
展
開
す
る
。
つ
ま
り
、
都
市
の
冷
却

か
ら
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
気
候
安
全
保

障
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
異
な
る
種

類
の
便
益
を
提
供
し
、
ま
た
私
た
ち
が

必
要
と
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
革
に

お
け
る
効
果
的
な
投
資
に
つ
い
て
情
報

を
伝
え
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
我
々

の
地
球
の
生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
の
様
々

な
側
面
を
安
定
さ
せ
、
確
実
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ユ
ー
ザ
ー
は
増

え
続
け
て
お
り
、
過
去
数
年
だ
け
で
も

一
八
五
以
上
の
国
、
国
連
機
関
、
生
物

多
様
性
お
よ
び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
政
府
間
科
学
政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
（
I
P
B
E
S
）
が
利
用
し
て
い

る
。
民
間
部
門
の
利
用
も
増
え
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
こ
で
今
一
度
、
そ
の
核
心

に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
は
夢

の
よ
う
な
技
術
を
使
っ
て
状
況
を
察
知

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
よ
り
良

い
暮
ら
し
の
た
め
、
地
球
上
に
存
在
す

る
自
然
資
源
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
私
た
ち
は
こ
う
し
て
得
た
知
識
を

活
用
し
、
熱
帯
雨
林
の
よ
う
な
自
然
の

シ
ス
テ
ム
と
、
農
地
の
よ
う
な
人
間
の

生
産
シ
ス
テ
ム
と
の
間
の
、
ど
こ
に
線

を
引
く
べ
き
か
決
定
す
る
。
そ
し
て
私

国連環境計画（UNEP）の報告では、世界の食料の9割を占め
る100種類の作物種のうち7割は、ハチが受粉を媒介している

自
然
の
価
値
を
評
価
す
る

体
系
的
ア
プ
ロ
ー
チ

持
続
可
能
な
未
来
を
拓
く

1
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た
ち
は
、
社
会
的
責
任（
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
）
へ
の
投
資
や
、
生
物
圏
と
の

つ
な
が
り
や
、
復
元
・
再
生
を
さ
ら
に

促
進
す
る
よ
う
、
決
定
を
伝
え
て
い
く
。

　
世
界
中
の
何
百
も
の
事
例
が
、
説
得

力
を
も
っ
て
こ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い

る
。
私
の
住
む
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も

恐
ろ
し
い
山
火
事
が
あ
っ
た
。
現
在
こ

こ
で
は
、
水
道
事
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
企

業
、
観
光
業
な
ど
が
、
森
林
の
健
全
化

や
気
候
変
動
対
策
に
投
資
し
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と
で
、

壊
滅
的
な
火
災
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、

水
、
電
力
、
地
域
経
済
、
そ
し
て
森
林

や
生
物
多
様
性
に
依
存
す
る
す
べ
て
を

支
え
て
い
る
。

　
世
界
中
で
多
数
の
都
市
が
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
使
っ
て
自
然
に
投
資
し
て
い

る
。
水
や
き
れ
い
な
空
気
の
源
と
な
る

河
川
の
上
流
域
や
風
上
だ
け
で
な
く
、

熱
波
の
な
か
気
温
上
昇
を
抑
え
る
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
の
緑
地
や
、
水
質
を
保
全
し

洪
水
を
防
止
す
る
河
川
や
海
岸
沿
い
の

湿
地
、
心
身
の
健
康
を
増
進
す
る
公
園

な
ど
が
そ
の
対
象
で
あ
る
。
多
く
の
地

域
や
国
が
土
地
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始

し
、
よ
り
多
く
の
土
地
を
確
保
し
た
こ

と
で
、
土
地
や
取
り
戻
さ
れ
た
新
た
な

自
然
が
生
み
出
す
、
た
く
さ
ん
の
重
要

な
便
益
を
再
生
産
し
て
い
る
。

　
日
本
に
お
け
る
里
山
・
里
海
の
取
り

組
み
は
非
常
に
大
き
な
貢
献
で
あ
る
。

ま
た
企
業
の
な
か
に
は
気
候
変
動
の
み

な
ら
ず
生
物
多
様
性
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
私
た
ち

が
加
速
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
大

変
革
に
は
、
も
っ
と
大
き
な
跳
躍
が
必

要
で
あ
る
。

　
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、
こ
う
し
た

素
晴
ら
し
い
事
例
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

し
て
大
き
な
変
革
へ
と
移
行
さ
せ
る
こ

と
、
ま
た
、
画
期
的
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
か

ら
政
策
立
案
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
実
施

へ
と
つ
な
げ
て
い
き
、
シ
ス
テ
ム
全
体

に
及
ぶ
標
準
化
へ
と
移
行
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
課
題
は
、
ど
こ
を
攻

め
る
か
、
何
を
攻
め
る
か
を
戦
略
的
に

選
択
す
る
こ
と
で
あ
り
、食
料
、水
、エ

ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
、
都
市
、
国
家
開
発
、

そ
し
て
と
り
わ
け
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を

動
か
す
金
融
シ
ス
テ
ム
が
重
要
な
セ
ク

タ
ー
と
な
る
。
ま
た
、
計
画
が
予
定
通

り
に
進
捗
し
て
い
る
か
を
確
認
・
評
価

す
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
標
準
（
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
）
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る

政
治
的
な
選
択
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

倫
理
、
価
値
観
、
公
平
性
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
、
と
り
わ
け
公
平
性

を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
す
べ
て
の
中

心
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
武
内
博
士
の
言
葉
の
よ
う
に
、
私
た

ち
は
皆
と
も
に
あ
り
、
一
つ
の
健
康
、

一
つ
の
地
球
、
一
つ
の
未
来
で
つ
な
が

っ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
希
望
に
つ
い
て
述
べ
て
私

の
発
表
を
終
了
し
た
い
。
生
物
多
様
性

は
謎
の
多
い
分
野
で
あ
る
が
、
自
然
体

験
が
人
間
の
幸
福
の
基
本
で
あ
る
こ
と

を
私
た
ち
は
知
っ
て
い
る
。 

未
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
自
然
体
験
に
裏
打

ち
さ
れ
た
幸
福
を
追
求
し
て
い
く
こ
と

は
基
本
的
人
権
で
あ
り
、
私
た
ち
が
生

ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
権
利
で
あ

る
。
私
た
ち
が
今
こ
の
瞬
間
に
果
た
す

べ
き
役
割
は
、
社
会
を
目
覚
め
さ
せ
、

ヨハン・ロックストローム　Johan Rockström
ポツダム気候影響研究所所長。ストックホルム大学教授を経て、
2018年より現職。地球規模の持続可能性を専門とする環境学者。
国際的な研究者グループ「アース・リーグ」を率い、2009年に
発表した「プラネタリー・バウンダリー」の概念は、SDGsに
も大きな影響を与えた。2015年コスモス国際賞受賞者

ワ
ン
ヘ
ル
ス
、ワ
ン
プ
ラ
ネ
ッ
ト

ワ
ン
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

8KOSMOS_2021_Autumn

深
い
文
化
的
な
変
化
を
促
す
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
希
望
が
あ
り
、
全
て
の

人
に
役
割
が
あ
る
。

　
ヨ
ハ
ン
・
ロ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム

　
私
の
発
表
で
は
、
武
内
博
士
が
提
示

し
た
地
域
循
環
共
生
圏
（
C
E
S
）
に

関
す
る
洞
察
と
、
デ
イ
リ
ー
博
士
に
よ

る
自
然
資
本
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
統

合
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
科
学
か
ら
人
類
へ
の
最
も
重

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
こ
う
し
た

洞
察
を
す
べ
て
積
み
上
げ
て
い
く
と
、

私
た
ち
が
ま
っ
た
く
新
た
な
（
地
質
学

上
の
）
時
代
に
突
入
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
地
球
の
生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
の
み

な
ら
ず
、
地
球
シ
ス
テ
ム
全
体
の
安
定

性
に
お
い
て
も
、
今
や
私
た
ち
が
カ
ギ

を
握
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
人
新
世

（
人
類
が
地
球
の
生
態
系
や
気
候
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
時

代
）
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る
。

　
私
た
ち
は
今
、
新
た
な
地
質
年
代
に

い
る
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
、
地
球
上
の

人
類
の
未
来
を
決
め
る
の
み
な
ら
ず
、

図1　過去300万年の全球の平均気温の温度差

図2　最終氷期以降の全球の平均気温

最終氷期
最盛期

完新世
（約1万年前～現在）

現在

年代（単位：100万年）

∆
T（
℃
）

出典：Willeit et al., Science Advances 2019
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地球の平均気温はこの300万年の間で
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平
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気
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）

持
続
可
能
な
未
来
を
拓
く

1 新
た
な
地
質
年
代「
人
新
世
」と

プ
ラ
ネ
タ
リ
ー・バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
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不
可
逆
的
な
変
化
を
引
き
起
こ
す
臨
界

点
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
度
臨
界
点
を
超
え
て
し
ま
う
と
、
人

類
を
支
え
て
く
れ
る
地
球
の
状
態
か
ら

離
れ
て
い
く
の
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
武
内
博
士
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
人
新
世

が
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
顕
在
化
し
た
こ

と
は
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
。
現
代
の

よ
う
な
高
度
に
つ
な
が
り
合
っ
た
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
時
代
に
お
い
て
、

人
獣
共
通
感
染
症
の
大
流
行
は
予
測
で

き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
し
私
た
ち
が

迅
速
に
変
わ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

明
ら
か
に
こ
の
種
の
衝
撃
や
ス
ト
レ
ス

は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
で
、
よ
り
幅
広
い
シ
ス
テ
ム
の

洞
察
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。
私
が

ま
ず
伝
え
た
い
の
は
二
〇
二
〇
年
に
行

っ
た
科
学
的
洞
察
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
地
質
時
代
に
お
け
る
約
三
百
万
年
前

か
ら
現
在
ま
の
で
時
代
を
第
四
紀
と
呼

び
、
更
新
世
と
完
新
世
が
こ
れ
に
含
ま

れ
る
が
、
図
1
﹇
9
頁
﹈
の
横
軸
は
そ
の

三
百
万
年
を
表
し
て
い
る
。
地
球
の
四

十
五
億
年
に
わ
た
る
歴
史
の
な
か
で
、

私
た
ち
が
知
る
美
し
い
地
球
と
な
っ
た

の
は
、
最
近
の
わ
ず
か
三
百
万
年
に
過

ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
、

大
気
、炭
素
、窒
素
の
循
環
が
あ
り
、現

在
の
地
球
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
生
態
系
、

大
陸
、
氷
床
が
存
在
し
、
地
球
が
人
類

の
幸
福
を
支
え
て
い
た
の
は
、
こ
の
わ

ず
か
三
百
万
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
方
、
図
1
の
縦
軸
は
地
球
の
温
度

変
化
を
表
し
て
い
る
。
ゼ
ロ
点
は
、
化

石
燃
料
を
燃
や
し
始
め
る
前
、
産
業
革

命
前
の
安
定
し
た
摂
氏
十
四
度
の
点
を

示
し
て
い
る
。

　
緑
色
の
曲
線
は
、
物
理
学
を
ベ
ー
ス

と
す
る
数
学
的
な
気
候
モ
デ
ル
が
初
め

て
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
太
陽
や
火

山
や
地
震
と
い
っ
た
自
然
の
力
を
受
け

つ
つ
、
人
類
が
非
常
に
長
い
氷
河
期
と

短
期
間
の
暖
か
い
間
氷
期
を
い
か
に
過

ご
し
て
き
た
か
、
三
万
年
以
上
に
わ
た

る
地
球
の
旅
路
＝
来
し
方
を
示
す
。

　
緑
の
線
は
モ
デ
ル
、
黒
い
線
は
氷
床

コ
ア
と
三
つ
の
プ
ロ
キ
シ
デ
ー
タ
の
実

際
の
入
力
で
、
両
者
に
は
優
れ
た
相
関

が
あ
る
。一
方
、注
意
深
く
見
る
と
、地

球
は
こ
の
間
、
二
度
の
温
暖
化
を
超
え

た
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
驚
く
べ
き
こ

と
で
あ
る
。
太
陽
や
火
山
や
地
震
と
い

っ
た
ス
ト
レ
ス
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地

球
は
こ
の
間
ず
っ
と
、
最
も
暖
か
い
点

で
も
二
度
の
温
度
上
昇
を
下
回
っ
て
い

る
。
最
も
寒
い
点
で
マ
イ
ナ
ス
四
〜
五

度
の
下
げ
幅
と
な
る
。
長
い
氷
河
期
の

間
、
私
の
故
郷
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
数
キ

ロ
に
わ
た
っ
て
氷
で
覆
わ
れ
て
い
た
。

　
つ
ま
り
地
球
は
最
も
暖
か
い
と
き
で

プ
ラ
ス
二
度
、
最
も
寒
い
と
き
で
マ
イ

図3　大気中のCO2の収支 出典：Friedlingstein et al., Earth Syst. Sci. Data, 2019
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ナ
ス
四
度
と
い
う
驚
く
ほ
ど
狭
い
範
囲

に
と
ど
ま
り
続
け
て
き
た
。
我
々
の
美

し
く
複
雑
で
自
己
調
節
型
の
生
命
シ
ス

テ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
、
こ
の
非

常
に
狭
い
範
囲
で
調
和
を
保
ち
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
そ
れ
な
の
に
今
、

私
た
ち
は
あ
っ
と
い
う
間
に
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
従
来
の
範
囲
の
外
へ
押
し
出
し

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
元
に
戻
す
の
に
、

今
こ
そ
科
学
が
必
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
強
調
す
べ
き
は
、
直
近
の
一

万
二
千
年
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
四
紀
全
体
は
三
百
万
年
だ
が
、
人
類

が
存
在
し
た
の
は
わ
ず
か
十
〜
二
十
万

年
に
す
ぎ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
最
後

の
氷
河
期
が
終
わ
る
ま
で
人
間
は
狩
猟

者
や
採
集
者
で
し
か
な
く
、
図
2
﹇
9

頁
﹈
の
左
端
の
二
万
年
前
よ
り
以
前
は
、

長
い
氷
河
期
だ
っ
た
。
最
後
の
間
氷
期
、

完
新
世
に
入
る
と
文
明
が
始
ま
る
。
武

内
博
士
の
言
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

幕
開
け
で
あ
る
。
こ
の
期
間
の
温
度
変

化
は
プ
ラ
ス
／
マ
イ
ナ
ス
一
度
の
狭
い

範
囲
に
と
ど
ま
り
、
更
新
世
よ
り
も
さ

ら
に
安
定
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
私
た

ち
が
依
り
ど
こ
ろ
に
す
べ
き
基
準
点
で

あ
り
、
大
事
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
上
「
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
」
に
な

る
こ
と
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か
。
も
ち

ろ
ん
あ
り
得
る
。
な
ぜ
な
ら
私
た
ち
は
、

地
球
が
こ
れ
ほ
ど
に
狭
く
限
ら
れ
た
サ

イ
ク
ル
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
理
由

を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は

太
陽
が
人
類
に
優
し
か
っ
た
か
ら
で
は

な
く
、
地
球
が
と
て
も
強
く
、
レ
ジ
リ

エ
ン
ト
で
、
適
応
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
、

そ
れ
は
次
の
デ
ー
タ
か
ら
も
明
ら
か
だ
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ー
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ー
ボ
ン
サ
イ
ク

ル
に
関
す
る
最
も
重
要
な
評
価
機
構
で
、

毎
年
、
図
3
の
よ
う
に
世
界
の
二
酸
化

炭
素
（
C
O
2
）
の
収
支
を
示
す
グ
ラ

フ
を
公
表
し
て
い
る
。
私
は
こ
れ
こ
そ

が
地
球
の
凄
さ
を
証
明
す
る
も
の
だ
と

思
う
。
横
軸
は
一
八
五
〇
年
か
ら
現
在

ま
で
、
ゼ
ロ
の
線
よ
り
上
の
グ
レ
ー
の

部
分
は
石
炭
や
石
油
、
ガ
ス
な
ど
化
石

燃
料
消
費
に
よ
る
排
出
。
人
為
的
な
脅

威
も
、
炭
素
排
出
も
右
肩
上
が
り
に
な

っ
て
い
る
。
濃
い
緑
の
部
分
は
海
洋
に

よ
る
C
O
2
正
味
吸
収
量
、
黄
緑
の
部

図4　全球の気温上昇が陸域生態系に与える影響のモデル
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出典：Rockstrom et al., submitted
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分
は
陸
域
に
よ
る
C
O
2
正
味
吸
収
量

を
表
し
て
い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

の
五
十
%
は
自
然
に
吸
収
さ
れ
て
い
て
、

こ
れ
は
世
界
経
済
が
享
受
す
る
最
大
の

支
援
で
あ
る
。
水
色
の
部
分
が
こ
れ
ま

で
地
球
を
一・二
度
温
暖
化
さ
せ
て
き
た

部
分
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
曲
線
を
見
れ
ば
わ
か
る

と
お
り
、
重
要
な
の
は
こ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
我
々
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け

れ
ば
か
け
る
ほ
ど
、
右
方
向
へ
と
進
ん

で
現
在
に
近
づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
、
自

然
は
さ
ら
に
我
々
に
手
を
差
し
伸
べ
て

く
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
自
然
が
機
能
し
、

強
く
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
で
あ
る
限
り
、
自

然
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
類
を
守
り
、

地
球
の
生
物
地
球
科
学
的
プ
ロ
セ
ス
を

駆
使
し
て
、
人
類
が
狭
い
完
新
世
の
域

内
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
き
た
。

　
一
方
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
亀
裂
が
生

じ
て
い
る
こ
と
を
示
す
記
事
を
目
に
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
衝
撃
的
な

科
学
的
事
件
で
あ
る
。
自
然
の
回
復
能

力
が
失
わ
れ
て
い
る
証
拠
を
我
々
は
目

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
大
き

な
生
物
群
系
（
バ
イ
オ
ー
ム
）
の
ほ
ん

の
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
熱
帯

雨
林
が
炭
素
吸
収
源
か
ら
排
出
源
に
移

行
し
て
い
る
兆
候
を
示
し
始
め
て
い
る
。

森
林
火
災
や
人
獣
共
通
感
染
症
が
発
生

し
、
土
壌
の
炭
素
吸
収
が
低
下
し
、
永

久
凍
土
が
融
け
、
氷
中
の
ア
ル
ベ
ド

（
反
射
さ
れ
る
光
の
割
合
）
が
変
化
し
、

海
洋
が
不
安
定
に
な
る
。
こ
れ
ら
が
私

た
ち
の
直
面
し
て
い
る
問
題
で
あ
り
、

喫
緊
に
方
向
を
転
換
す
る
よ
う
我
々
に

警
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
図
4
﹇
11
頁
﹈
は
、
自
然
が
い
か
に
人

類
を
支
え
て
き
た
か
を
示
す
も
の
で
、

二
十
世
紀
初
頭
か
ら
終
わ
り
ま
で
の
過

程
を
表
す
。
自
然
の
お
か
げ
で
、
私
た

ち
が
パ
リ
協
定
の
合
意
を
き
ち
ん
と
達

成
す
れ
ば
、
青
い
線
が
示
す
目
標
を
達

成
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
地

上
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
こ
れ
ま
で
私
た

ち
の
依
存
を
許
容
し
て
き
た
よ
う
に
機

能
し
な
く
な
り
、
自
然
が
私
た
ち
を
支

え
る
こ
と
を
止
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
赤

い
線
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
自
然
は
炭
素
吸
収
に
よ
り
、

図
4
の
左
の
グ
ラ
フ
が
示
す
よ
う
に
、

〇・四
度
ほ
ど
温
度
を
下
げ
て
く
れ
て

い
た
。
し
か
し
こ
の
能
力
が
失
わ
れ
れ

ば
、
私
た
ち
は
赤
い
線
で
示
す
よ
う
に
、

化
石
燃
料
を
廃
止
し
た
と
し
て
も
ほ
ぼ

三
度
の
温
暖
化
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。

私
た
ち
が
ど
れ
ほ
ど
自
然
に
依
存
し
て

い
る
か
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
グ
ラ
フ
に
は
、
自
然
界
で
炭
素
吸
収

能
力
を
失
う
リ
ス
ク
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
大
気
や
気
象
シ
ス
テ
ム
、
氷
床
が

い
か
に
重
要
な
機
能
を
も
っ
て
い
る
か

に
つ
い
て
の
私
た
ち
の
深
い
理
解
か
ら

言
え
る
こ
と
は
、
重
要
な
の
は
自
然
を

大
切
に
す
る
こ
と
で
、
さ
も
な
け
れ
ば

パ
リ
協
定
の
目
標
を
達
成
で
き
る
見
込

み
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
地
球
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
た
め
に
自

然
が
い
か
に
機
能
し
て
い
る
か
を
説
明

し
て
い
る
の
が
図
5
で
あ
る
。
私
た
ち

は
多
く
の
年
月
を
か
け
て
い
わ
ゆ
る
テ

ィ
ッ
ピ
ン
グ
・
エ
レ
メ
ン
ト
（
臨
界
点

の
要
素
）
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
き
た
。

地
球
の
安
定
性
に
貢
献
し
て
い
る
非
常

に
大
き
い
生
物
群
系
と
生
物
物
理
系
に

関
す
る
最
新
の
評
価
が
こ
こ
に
示
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
地
図
は
、
不
安
定
性
の
兆
候
を

示
す
も
の
と
し
て
我
々
が
今
日
設
定
し

て
い
る
、
九
つ
の
地
球
シ
ス
テ
ム
を
示

す
。
我
々
は
お
よ
そ
十
五
の
巨
大
シ
ス

テ
ム
、
す
な
わ
ち
サ
ン
ゴ
礁
や
温
帯
林
、

ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
、
す
べ
て
の
巨
大
な

生
物
群
系
シ
ス
テ
ム
を
認
識
し
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
九
つ
に
つ
い
て
、
臨
界

点
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
証

拠
が
あ
る
。
九
つ
と
は
ア
マ
ゾ
ン
の
熱

帯
雨
林
、サ
ン
ゴ
礁
、永
久
凍
土
層
、北

極
、グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、南
極
な
ど
、人

類
が
安
定
し
た
完
新
世
に
と
ど
ま
り
続

け
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
巨
大
な

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
臨
界
点

に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の
だ
。
つ
ま
り
緊

急
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
臨
界
点
を
回

避
す
る
こ
と
が
絶
対
的
に
不
可
欠
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ー
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
と
い
う
概
念
を

提
唱
し
て
き
た（
図
6
）。
そ
の
唯
一
の

狙
い
は
、
指
針
と
な
る
地
図
を
提
供
す

る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
な
か
で
私
た
ち

は
S
D
G
s
を
実
現
し
、
あ
ら
ゆ
る
衝

撃
や
開
発
に
対
し
公
平
で
レ
ジ
リ
エ
ン

臨
界
点
に
向
か
い
つ
つ
あ
る

九
つ
の
地
球
シ
ス
テ
ム
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図6　プラネタリー・バウンダリー（地球の限界）
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利
用
の
変
化

生態
系の
損失

機
能
的

多
様
性

生物
多様
性

窒素
リン

（非数値化）

（
非
数
値
化
）

「プラネタリー・バウンダリー」 は
ロックストローム博士らによって提
唱された概念。地球の環境容量を科
学的に表示し、地球の環境容量を代
表する9つのプラネタリーシステム
により、人類が生存できる臨界点の
具体的な評価を行ったもの。SDGs
にも多大な影響を与えた

出典：Steff en, Rockström, Cornell et al, 2015 Science

図5　気候変動関係のティッピングポイント（臨界点）─あまりに高いリスク

北極海氷
面積の減少

永久凍土
融解

大西洋の循環
1950年代より減速

サンゴ礁
大規模死滅

東南極ウィルク・ペインの棚氷
融解の加速

西南極氷床
融解の加速

アマゾン熱帯雨林
頻繁な干ばつ

臨界点

関連

グリーンランドの氷床
融解の加速

北方森林
山火事・害虫被害

警鐘
臨界点に達する恐れは、
過去10年間で高まって
おり、ドミノ倒し的な連
鎖も懸念される

Lenton et. al., 2019, Nature

持
続
可
能
な
未
来
を
拓
く

1
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ト
な
復
興
を
行
う
、
武
内
博
士
が
示
す

未
来
を
実
現
で
き
る
。

　
し
か
し
そ
の
範
囲
を
越
え
て
黄
色
の

ゾ
ー
ン
に
突
入
す
る
九
つ
の
地
球
シ
ス

テ
ム
の
う
ち
、
限
界
値
に
近
い
四
つ
、

す
な
わ
ち
気
候
変
動
、
生
物
多
様
性
の

喪
失
、
土
地
利
用
の
変
化
、
リ
ン
と
窒

素
の
循
環
な
ど
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
変
化
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
危
険
が
あ

る
。
我
々
は
今
日
、
そ
の
兆
候
を
目
に

し
始
め
て
い
る
。
デ
イ
リ
ー
博
士
が
指

摘
し
た
、
生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
を
弱
体

化
さ
せ
る
こ
れ
ら
の
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
変
化
を
、
な
ん
と
し
て
も
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
今
ま
さ

に
生
死
を
分
け
る
転
換
点
に
い
る
が
、

武
内
博
士
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
ま
だ

機
会
は
残
っ
て
い
る
。

　
井
田
徹
治

　
我
々
の
生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
に
多
く

の
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
目
撃
す

る
の
は
残
念
で
あ
り
、
恐
怖
も
覚
え
る
。

喫
緊
の
行
動
が
不
可
欠
で
、
こ
れ
か
ら

の
十
年
間
は
我
々
の
未
来
を
決
定
づ
け

る
重
要
な
時
期
に
な
る
と
思
う
。

　
私
た
ち
は
現
在
コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
た

だ
中
に
あ
り
、
多
く
の
国
や
政
府
が
復

興
プ
ラ
ン
を
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
復
興
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
、

私
た
ち
が
学
ぶ
べ
き
最
も
重
要
な
教
訓

と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
何
を

す
べ
き
で
、
ま
た
何
を
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
?

　
グ
レ
ッ
チ
ェ
ン
・
カ
ー
ラ
・
デ
イ
リ
ー

　
一
つ
は
、
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
（
思
考
、

信
念
、
価
値
観
、
思
い
込
み
な
ど
）
の

変
化
。
我
々
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
変

わ
れ
ば
、
こ
の
危
機
を
無
駄
に
す
る
こ

と
な
く
、
自
分
た
ち
が
い
か
に
劇
的
に

変
化
を
起
こ
せ
る
か
を
認
識
し
、
す
べ

て
の
計
画
に
お
い
て「
よ
り
良
い
復
興
」

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
も
う
一
つ
は
、「
よ
り
良
い
復
興
」
の

た
め
の
行
動
を
起
こ
し
、
そ
れ
を
計
画

的
に
政
策
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
展
開
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
は
皆
、
行
動

を
進
め
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
を
支
援
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
自
ら
行
動
を
起
こ
す

た
め
の
方
法
も
多
種
多
様
に
あ
り
、

様
々
な
人
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
で
、
よ

り
具
体
的
な
形
で
対
話
を
進
め
て
い
く

こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
、
行
き
つ
く
と

こ
ろ
、
自
ら
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
ど
う

変
え
、
行
動
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

高
め
て
い
く
か
が
重
要
で
、
私
た
ち
に

は
今
、
そ
の
両
方
を
達
成
で
き
る
機
会

が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
ヨ
ハ
ン
・
ロ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
私
た
ち
に
、
非
常

に
大
き
な
意
識
改
革
を
も
た
ら
し
た
。

と
い
う
の
も
、
人
類
が
地
球
上
に
誕
生

し
て
以
来
、
小
さ
な
地
球
上
の
大
き
な

世
界
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
地
球
全
体

に
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ

い
て
、
私
た
ち
が
我
が
こ
と
と
し
て
痛

感
し
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
あ
っ

た
。
今
ま
で
そ
の
こ
と
を
考
え
も
し
な

か
っ
た
と
い
う
の
は
極
め
て
興
味
深
い

が
、
地
球
上
の
ど
こ
か
一
か
所
で
起
き

た
こ
と
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
に

広
が
る
こ
と
、ま
た
、私
た
ち
は
皆
、互

い
に
関
係
し
、
依
存
し
合
っ
て
生
き
て

い
る
こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
今
年
は
、
生
物
多
様
性
に
と
っ
て
重

井田徹治（いだ・てつじ）
共同通信社科学部編集委員。本社科学部記者、ワシント
ン支局特派員などを経て、2010年より現職。環境と開発、
エネルギー問題をライフワークに、途上国の環境破壊の
現場や、多くの国際会議も取材。著書に『生物多様性と
はなにか』（岩波新書）など

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
何
を
学
び

何
を
す
べ
き
か
?
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す
る
モ
デ
ル
へ
、
ま
た
、
二
〇
五
〇
年

ま
で
に
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
世
界
を
実
現
す

る
と
い
う
究
極
の
目
標
を
達
成
す
べ
く
、

我
々
の
計
画
を
さ
ら
に
強
化
す
る
モ
デ

ル
へ
と
、
変
革
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
十
年
間
は
非
常
に
重
要
な
時
期

で
あ
り
、
可
能
な
限
り
早
く
始
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
井
田
徹
治

　
I
P
C
C
、
I
P
B
E
S
報
告
と
も

に
根
本
的
な
変
革
の
必
要
性
を
訴
え
て

い
る
。
ま
た
私
た
ち
が
海
洋
に
あ
る
多

く
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
目
に
す
る

と
き
も
、
消
費
と
生
産
の
パ
タ
ー
ン
を

抜
本
的
に
転
換
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
。

　
大
変
革
が
重
要
で
あ
り
、
迅
速
に
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
そ
れ
を
実
行
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
人
々
が
認
識

し
て
い
る
。
し
か
し
根
本
的
な
問
題
と

し
て
、
我
々
の
既
存
の
シ
ス
テ
ム
の
慣

性
は
非
常
に
強
固
だ
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
政
治
家
は
率
先
し
、
成
り
行
き
シ

ナ
リ
オ
の
背
後
に
あ
る
巨
大
な
既
得
権

益
に
立
ち
向
か
え
る
勇
敢
さ
を
持
た
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
私
の
問
い
は
、

誰
が
、
大
変
革
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
行
え

る
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
れ
る
の

か
と
い
う
こ
と
だ
。
根
本
的
な
変
革
を

起
こ
す
た
め
の
、
変
化
の
梃
子
（
レ
バ

レ
ッ
ジ
）
は
何
な
の
か
。
ど
う
す
れ
ば
、

強
い
慣
性
、
巨
大
な
既
得
権
益
に
立
ち

向
か
え
る
勇
敢
な
政
治
家
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
グ
レ
ッ
チ
ェ
ン
・
カ
ー
ラ
・
デ
イ
リ
ー

　
非
常
に
厄
介
だ
が
本
質
を
つ
い
た
良

い
質
問
だ
と
思
う
。
答
え
は
国
や
地
域

に
も
よ
り
、
ま
た
そ
の
場
所
の
政
治
的

状
況
に
よ
っ
て
も
変
わ
る
だ
ろ
う
。
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
観
点
か

ら
言
え
ば
、
国
際
開
発
金
融
機
関
が
多

く
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

彼
ら
は
投
資
の
方
向
を
変
化
さ
せ
て
い

る
。
実
際
、
米
州
開
発
銀
行
と
ア
ジ
ア

開
発
銀
行
は
、「
自
然
資
本
ラ
ボ
」
を
立

ち
上
げ
た
。
彼
ら
は
非
常
に
大
規
模
な

公
共
投
資
を
推
進
し
て
お
り
、
セ
ク
タ

ー
ご
と
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
バ
ウ
ン
ダ

リ
ー
の
す
べ
て
に
対
処
し
、
グ
リ
ー
ン

か
つ
包
摂
的
な
発
展
の
道
筋
に
向
け
、

機
会
の
実
証
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

要
な
年
で
あ
る
。
中
国
・
昆
明
市
で
生

物
多
様
性
条
約
第
十
五
回
締
約
国
会
議

（
C
O
P
15
）が
開
か
れ
、
英
国
・
グ
ラ

ス
ゴ
ー
で
も
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
二

十
六
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P
26
）
が

あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
英
国
政
府
は
、

こ
れ
を
「
自
然
と
気
候
の
C
O
P
」
と

す
る
こ
と
を
す
で
に
表
明
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
武
内
博
士
か
ら
提
示
さ

れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
の
再
設

計
と
、
気
候
と
自
然
と
を
つ
な
げ
る
貴

重
な
機
会
に
な
る
と
思
う
。
人
獣
共
通

感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
減
ら
し
、

人
類
の
健
康
と
安
全
、
気
候
の
安
定
、

ま
た
地
球
上
に
残
る
す
べ
て
の
自
然
を

守
る
機
会
だ
。
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
わ

か
り
や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
我
々
に
も

た
ら
す
三
本
矢
と
い
え
る
。

　
今
後
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
を
防
げ

る
か
は
自
然
保
護
に
か
か
っ
て
い
る
。

気
候
を
安
定
さ
せ
た
け
れ
ば
自
然
保
護

に
注
力
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
自
然

を
保
護
で
き
れ
ば
、
デ
イ
リ
ー
博
士
が

述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
人
類
は
す
べ
て

の
恩
恵
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

非
常
に
説
得
力
の
あ
る
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン

の
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

　
武
内
和
彦

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人
類
に
と

っ
て
の
警
鐘
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ー
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
の
問
題

を
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
の
問
題

に
統
合
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
る
。
世
界
規
模
の
ス
ケ
ー
ル
か
ら

社
会
や
個
人
の
ス
ケ
ー
ル
ま
で
、
こ
れ

ら
の
問
題
は
す
べ
て
、
相
互
に
絡
み
合

っ
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
同
時
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
ロ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム
博
士
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
今
年
は
気
候
変
動

と
生
物
多
様
性
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
年
で
あ
る
。
双
方
と
も
に
昨
年
は
C

O
P
が
開
か
れ
な
か
っ
た
が
、
今
年
は

開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
我
々
は
こ

の
機
会
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ど
う
す
れ
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か

ら
得
た
学
び
を
議
題
に
組
み
込
み
、
生

物
多
様
性
の
保
護
を
進
め
、
気
候
変
動

の
緩
和
・
適
応
を
進
め
て
い
け
る
の
か
。

今
年
が
正
念
場
で
あ
る
。

　
現
在
は
私
た
ち
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を

リ
セ
ッ
ト
す
る
極
め
て
重
要
な
機
会
だ
。

そ
れ
に
よ
り
、
旧
態
依
然
と
し
た
モ
デ

ル
か
ら
自
然
と
調
和
し
た
社
会
を
実
現

持
続
可
能
な
未
来
を
拓
く

1

大
改
革
の
担
い
手
は
誰
か
?
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重
要
な
問
題
は
、
こ
う
し
た
動
き
の

背
後
に
い
る
民
間
企
業
を
い
か
に
巻
き

込
む
か
に
あ
る
。
投
資
の
新
し
い
基
準

を
加
速
さ
せ
よ
う
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
リ

ー
ダ
ー
や
、
非
常
に
先
進
的
な
開
発
計

画
に
民
間
の
設
備
投
資
を
組
み
込
む
勇

気
の
あ
る
政
治
家
が
出
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

　
武
内
和
彦

　
変
化
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
機
能

す
る
重
要
な
ア
ク
タ
ー
、
そ
れ
は
市
民

で
あ
る
。
我
々
の
研
究
の
結
果
、
カ
ー

ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
改
善
可
能
性

や
生
物
多
様
性
の
保
護
に
つ
い
て
考
え

る
際
、
市
民
の
行
動
変
容
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
市
民
は
、
食
べ
物
や
環
境
に
つ
い
て

よ
り
強
い
関
心
・
意
識
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
市
民
と
の
協
働
に
大
き

な
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。
他
方
、
C

O
2
の
排
出
を
減
ら
す
た
め
、
生
物
多

様
性
を
保
護
す
る
た
め
に
特
別
な
難
し

い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
必
要
は
な
い
と

い
う
こ
と
も
言
っ
て
お
き
た
い
。
人
々

に
我
慢
や
不
便
を
強
い
る
も
の
で
は
な

く
、
新
し
い
豊
か
さ
を
獲
得
す
る
た
め

の
機
会
で
あ
る
。

　
社
会
変
革
を
、
新
た
な
暮
ら
し
を
創

造
す
る
機
会
と
し
て
前
向
き
に
捉
え
る

こ
と
で
、
私
た
ち
は
よ
り
豊
か
で
楽
し

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
参
加

し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
ヨ
ハ
ン
・
ロ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム

　
武
内
博
士
の
発
言
の
よ
う
に
、
私
た

ち
は
い
ま
決
定
的
な
十
年
に
突
入
し
た

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
物
事
を
根
本
か
ら

逆
転
さ
せ
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　
我
々
は
地
球
全
体
の
排
出
量
を
半
分

に
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
す
べ
て
の
人
が
テ
ー
ブ
ル
に

つ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
他
人
任
せ
で
は

な
く
、
一
人
一
人
の
覚
悟
が
必
要
で
あ

る
。
私
た
ち
に
は
、
社
会
運
動
も
、
民

間
セ
ク
タ
ー
も
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
も

必
要
で
あ
り
、
ま
た
銀
行
、
金
融
セ
ク

タ
ー
、
法
人
組
織
も
不
可
欠
で
あ
る
。

大
切
な
の
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
総
動
員

し
て
、
即
座
に
実
行
に
移
す
こ
と
だ
。

　
市
民
の
価
値
観
が
変
化
し
た
り
社
会

運
動
の
規
模
が
拡
大
し
た
り
す
る
ま
で

待
と
う
と
考
え
る
の
は
楽
観
的
に
過
ぎ

る
。
次
世
代
任
せ
に
す
る
の
は
物
事
を

先
送
り
に
す
る
だ
け
で
あ
る
。
市
民
の

価
値
観
の
変
化
や
社
会
運
動
の
規
模
の

拡
大
が
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
の
は
、

そ
れ
が
我
々
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
考

え
を
変
え
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
故
だ
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
私

た
ち
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

と
同
義
だ
。私
た
ち
は
日
本
、韓
国
、中

国
、
米
国
、
欧
州
連
合
の
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
を
必
要
と
し
て
い
る
。
世
界
の
な

か
で
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
を
目
指
す
と
公
言
し
、
科
学
に
基
づ

い
た
目
標
を
採
用
し
て
い
る
国
々
だ
。

米
国
、
欧
州
連
合
、
中
国
、
日
本
と
い

う
世
界
最
大
の
四
つ
の
経
済
力
が
、
気

候
に
関
す
る
科
学
に
基
づ
い
た
目
標
の

後
ろ
で
整
列
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
想
像

し
て
み
て
ほ
し
い
。
そ
こ
か
ら
踏
み
出

し
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
、
す
べ
て
の

国
、
貿
易
に
対
し
、
よ
り
明
確
に
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　
相
当
程
度
の
混
乱
が
も
た
ら
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
が
、
す
べ
て
を
シ
ン
プ

ル
に
、
全
速
力
で
前
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
や
ド
イ
ツ
が
進

め
て
い
る
水
素
社
会
の
実
現
も
一
つ
の

解
に
な
り
得
る
が
、
私
た
ち
は
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
得
ら
れ

た
も
う
一
つ
の
重
要
な
教
訓
に
、
復
興

に
向
け
て
十
一
兆
ド
ル
を
投
入
で
き
た

こ
と
が
あ
る
。
十
一
兆
ド
ル
と
い
う
数

字
は
、
緑
の
気
候
基
金
の
一
千
億
ド
ル

を
は
る
か
に
超
え
る
額
だ
。
復
興
に
向

け
て
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
額
が
投
入
さ
れ

た
こ
と
も
、
私
た
ち
を
後
押
し
し
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に

で
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
地
球
の
た
め
に

だ
っ
て
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
は
や
弁
解

は
通
ら
な
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

質
問
に
対
す
る
私
の
答
え
は
、
基
本
的

に
全
員
が
最
前
線
に
立
つ
と
い
う
こ
と

だ
。

　
井
田
徹
治

　
社
会
全
体
の
参
加
に
つ
い
て
、
ま
た
、

社
会
全
体
、
経
済
組
織
全
体
に
よ
る
集

団
的
ア
ク
シ
ョ
ン
の
重
要
性
に
つ
い
て

の
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
最
後
に
、
未

未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

16KOSMOS_2021_Autumn

来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
ヨ
ハ
ン
・
ロ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム

　
U
N
D
P
の
重
要
な
世
論
調
査
で
は
、

世
界
中
の
約
六
十
〜
七
十
%
の
市
民
が
、

科
学
を
信
頼
し
、
気
候
変
動
を
憂
慮
し
、

気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
つ
ま
り
市
民
は
持
続
可
能

な
未
来
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
私
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
持
続
可
能
性
が
変
革
へ
の

推
進
力
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
持
続
可
能
性
が
新
た
な
物
語
（
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
）
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

大
き
な
変
革
が
必
要
な
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
変
革
は
人
々
か
ら
支
持
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
。
実
際
、
持

続
可
能
性
こ
そ
が
、
繁
栄
、
公
平
、
安

全
、
そ
し
て
健
全
な
未
来
に
向
け
た
物

語
（
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
）
で
あ
る
こ
と
を
示

す
証
拠
が
次
々
と
出
て
き
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
よ
り
魅
力
の
あ
る
未
来
に

向
け
て
、
ま
さ
に
舵
を
き
っ
た
と
こ
ろ

だ
。
あ
な
た
が
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
人
な
ら

未
来
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
く
は
な
い

だ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
早
く
こ
の
未
来

に
向
か
う
レ
ー
ス
に
加
わ
る
べ
き
だ
。

世
界
市
民
の
大
多
数
が
あ
な
た
と
一
緒

に
い
る
の
だ
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
逃
す
こ
と
は
な
い
。
私
た
ち
は
同

じ
船
に
乗
っ
て
い
る
の
だ
。

　
武
内
和
彦

　
私
は
若
い
世
代
が
大
勢
参
加
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
先
述
の

と
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
目
標
は
二
〇
五

〇
年
ま
で
に
達
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
将
来
の
目
標
達
成
の
た
め
、

今
か
ら
主
体
的
に
議
論
に
参
加
し
て
、

二
〇
五
〇
年
ま
で
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
継

続
さ
せ
て
ほ
し
い
。
今
後
十
年
間
と
さ

ら
に
そ
の
先
に
向
け
た
議
論
に
、
若
い

世
代
が
早
く
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を

望
ん
で
い
る
。

　
グ
レ
ッ
チ
ェ
ン
・
カ
ー
ラ
・
デ
イ
リ
ー

　
身
近
に
十
代
の
子
ど
も
が
二
人
い
る

の
で
、
若
い
世
代
の
こ
と
が
常
に
頭
に

あ
る
。
ロ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム
博
士
と
武

内
博
士
の
素
晴
ら
し
い
言
葉
に
共
感
す

る
。
伝
え
た
い
こ
と
は
三
つ
あ
る
。
特

に
若
い
世
代
に
向
け
た
も
の
だ
が
、
そ

れ
以
外
の
す
べ
て
の
人
々
に
つ
い
て
も

同
じ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た
い
。

　
ま
ず
、
人
生
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
。
簡
単
で
は
な
い
し
困
難
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、
友
人
を
信
頼
し
て
ほ
し
い
。

　
二
つ
目
は
、
私
た
ち
が
真
に
大
事
に

し
て
い
る
も
の
、
真
に
重
要
な
も
の
の

本
質
を
見
つ
め
、
自
己
の
外
に
手
を
伸

ば
し
て
、
そ
の
価
値
を
地
域
社
会
や
世

界
と
共
有
し
て
ほ
し
い
。

　
三
つ
目
は
、
私
た
ち
は
皆
密
接
に
つ

な
が
り
合
い
、
自
分
た
ち
が
良
い
と
思

う
方
向
に
未
来
を
向
け
る
た
め
、
一
人

一
人
に
役
割
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
井
田
徹
治

　
本
日
の
有
意
義
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
は
、
二
つ
の
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
っ
た
。

　
一
つ
は
、
政
治
家
や
C
E
O
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
、
そ
し
て
最
も
重
要
で
あ

る
消
費
者
お
よ
び
生
産
者
と
し
て
の

我
々
自
身
の
、
意
思
決
定
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ム
に
、
生
物
多
様
性
と
生
態
系

の
課
題
を
置
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。
も

う
一
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ロ
ッ
ク
ス

ト
ロ
ー
ム
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

生
物
多
様
性
と
気
候
変
動
と
の
間
に
、

何
ら
か
の
相
乗
効
果
を
起
こ
す
必
要
が

あ
る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
自
然
を
回
復

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
自
然
の
恩

恵
を
引
き
続
き
享
受
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
未
来
を
拓
く

1
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ポストコロナ 4つのメッセージ
自然と人間との共生の視点から

Message 1   フィリップ・デスコラ
 　　新たなコスモポリタニズムへ

Message 2   岩槻邦男
 　　「コロナ後」の意味するもの
 　　──戦いから共生へ

Message 3   ジャレド・メイソン・ダイアモンド
 　　世界を持続可能な軌道へと導くために

Message 4   福岡伸一
 　　利他的なウイルス
 　　新しい情報で生物個体の進化を加速

自然は多元的ではあるが統一性をもったものであり…
生命力にあふれた全体として、自然の事物と力が一体となったものである
アレクサンダー・フォン・フンボルト『KOSMOS』（1850年）序論より（前島郁雄訳）
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ス
は
、「
全
体
的
社
会
的
事
実
」
が
他
の

制
度
や
出
来
事
よ
り
も
よ
り
明
確
に
そ

の
社
会
の
根
底
に
あ
る
価
値
観
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
あ
る
種

の
制
度
、
も
し
く
は
社
会
を
動
か
す
一

連
の
循
環
的
出
来
事
と
捉
え
た
。
こ
の

観
点
か
ら
す
る
と
、
現
在
起
こ
っ
て
い

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
ま
さ
に
全
体
的
社

会
的
事
実
で
あ
り
、
ま
た
地
球
規
模
の

現
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
特
定
の

社
会
の
特
異
性
に
つ
い
て
で
は
な
く
、

後
期
産
業
資
本
主
義
と
い
う
今
日
の
世

界
を
支
配
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
が
持
つ

特
徴
を
凝
縮
し
た
試
薬
と
い
え
る
。

　
そ
の
特
徴
に
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
熱
帯
雨

林
を
中
心
に
起
き
て
い
る
未
曾
有
の
自

然
環
境
の
劣
化
・
縮
小
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
粗
放
的
畜
産
、
産
業
化
し
た
農

業
、
国
内
植
民
地
主
義
、
そ
し
て
鉱
物

・
化
石
燃
料
の
採
取
な
ど
と
い
っ
た
自

然
の
搾
取
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
る
。
結
果
と
し
て
、
病
原
体
の
宝
庫

で
も
あ
る
野
生
種
が
、
よ
り
密
集
し
た

居
住
環
境
に
住
む
人
間
と
よ
り
密
な
形

で
接
触
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
狂
犬
病

や
結
核
か
ら
エ
ボ
ラ
出
血
熱
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D

－

19
）
に
至
る
ま
で
、
大
規
模
な
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
動
物
由
来
感
染
症
、
つ
ま

り
動
物
か
ら
人
間
へ
感
染
す
る
病
気
で

あ
り
、
そ
の
拡
散
は
そ
れ
ゆ
え
に
生
態

系
の
変
動
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

　
二
つ
目
の
特
徴
は
、
今
回
の
公
衆
衛

生
危
機
に
よ
っ
て
ま
さ
に
露
呈
さ
れ
た

が
、
国
内
・
国
家
間
の
両
方
に
お
い
て

未
だ
根
強
く
残
る
不
平
等
で
あ
り
、

個
々
人
が
置
か
れ
て
い
る
社
会
的
・
経

済
的
状
況
に
よ
っ
て
危
機
の
影
響
を
被

る
度
合
い
が
非
常
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
社
会
に
と
っ
て
有

益
な
職
業
で
あ
る
ほ
ど
、
賃
金
が
低
く

軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
、
こ

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た

よ
う
に
も
思
う
。
医
療
・
介
護
や
食
料

品
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
の
分
野
に
携
わ

る
人
々
な
く
し
て
は
我
々
の
生
活
は
成

り
立
た
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
突
如
と

し
て
気
づ
か
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の

前
フ
ラ
ン
ス
の
偉
大
な
人
類
学

者
で
あ
っ
た
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー

▶Philippe Descola　フランスの人類学者。南米のアマゾンに
住む先住民のコミュニティでのフィールドワークに基づいた、
自然と文化を統合的に考察する「自然の人類学」を提唱
2014年コスモス国際賞受賞者

新たな
コスモポリタニズムへ
フィリップ・デスコラ

Message ●  1

新
た
な
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
へ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
鮮
明
に
な
っ
た

現
代
社
会
の
三
つ
の
特
徴

戦
2
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伐採の進むアマゾンの熱帯雨林

人
々
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
期
間
中
も
他

の
人
々
を
守
る
た
め
に
最
前
線
で
働
き

続
け
、
最
初
に
ウ
イ
ル
ス
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
の
だ
。

　
そ
し
て
三
つ
目
は
不
確
実
性
の
再
来
。

人
間
は
人
類
の
始
ま
り
か
ら
常
に
疫
病

と
隣
り
合
わ
せ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

十
九
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
先
進
国
に
お

い
て
福
祉
制
度
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
人
々

は
、
疫
病
の
脅
威
や
不
確
実
性
が
引
き

続
き
人
類
の
共
同
運
命
の
基
本
要
素
で

れ
る
世
界
観
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
登
場
す

る
。
自
然
と
い
う
名
の
下
、
こ
の
も
う

一
つ
の
世
界
は
科
学
的
探
究
の
対
象
・

無
限
の
資
源
・
シ
ン
ボ
ル
の
宝
庫
と
化

し
た
。
こ
の
精
神
的
革
命
は
科
学
的
知

識
の
未
曾
有
の
発
展
を
促
し
た
と
同
時

に
、
産
業
資
本
主
義
に
よ
る
見
境
の
な

い
自
然
界
の
搾
取
の
起
源
で
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
人
々
は
忘

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
生
命
の
連
鎖
は
相

互
依
存
の
つ
な
が
り
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
な
か
に
は
不
活
発
な
も
の
も

あ
る
た
め
、
そ
う
し
た
世
界
か
ら
人
間

が
勝
手
に
自
分
た
ち
だ
け
離
脱
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
人
間
の
「
私
た
ち
」

一
人
一
人
の
体
内
に
生
息
す
る
微
生
物

集
合
体
は
、
非
人
間
で
あ
る
「
彼
ら
」

が
何
千
億
も
集
ま
っ
て
形
成
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
私
が
今
こ
う
し

て
吐
く
二
酸
化
炭
素
が
何
千
年
後
ま
で

地
球
気
候
に
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
人
間
で
あ
る

「
私
た
ち
」
と
非
人
間
の
「
彼
ら
」
の
違

い
は
無
意
味
と
な
る
。
何
千
年
に
も
わ

た
っ
て
我
々
が
手
を
加
え
て
き
た
ウ
イ

ル
ス
、
微
生
物
、
動
物
、
植
物
は
、
時

と
し
て
悲
劇
と
も
な
り
う
る
生
命
と
い

う
晩
餐
会
で
共
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
仲

間
で
も
あ
る
。
他
の
仲
間
に
別
れ
を
告

げ
、
我
々
だ
け
隔
離
し
た
空
間
で
生
き

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
の
は

全
く
理
不
尽
な
こ
と
な
の
だ
。

　
ア
メ
リ
カ
先
住
民
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
の
入
植
者
た
ち
が
持
ち
込
ん
だ
感
染

症
へ
の
免
疫
が
全
く
な
か
っ
た
た
め
、

絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
。
十
六
世
紀
か

ら
十
八
世
紀
ま
で
の
間
に
ア
メ
リ
カ
大

陸
の
一
部
の
地
域
で
は
先
住
民
の
九
割

が
消
滅
し
、
ア
マ
ゾ
ン
地
域
で
は
、
先

住
民
ら
は
今
で
も
感
染
を
避
け
る
た
め

に
隔
離
や
解
散
す
る
こ
と
で
疫
病
に
対

応
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ア
マ
ゾ
ン
地
域
の
い
く
つ

か
の
村
と
い
う
限
定
さ
れ
た
規
模
で
は

実
践
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
球

規
模
で
同
様
の
こ
と
は
必
ず
し
も
可
能

で
は
な
い
。
多
く
の
国
で
国
境
を
部
分

的
も
し
く
は
完
全
に
封
鎖
し
た
と
し
て

も
、
ウ
イ
ル
ス
や
そ
の
変
異
型
の
拡
大

を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。
人
類
そ
し
て
世
界
は
相
互

あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
疫
病

と
人
類
の
歴
史
も
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
地
球
全
体
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

産
業
社
会
が
自
然
界
に
も
た
ら
し
て
き

た
深
刻
な
弊
害
の
メ
タ
フ
ァ
と
も
い
え

る
。
ウ
イ
ル
ス
は
そ
の
宿
主
を
犠
牲
に

し
て
自
己
複
製
し
て
い
く
寄
生
体
で
あ

り
、
時
と
し
て
宿
主
を
死
に
至
ら
し
め

る
こ
と
さ
え
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
十

八
世
紀
終
わ
り
か
ら
長
年
、
産
業
社
会

が
地
球
に
対
し
て
無
意
識
的
に
行
っ
て

き
た
こ
と
な
の
だ
。
今
と
な
っ
て
は

我
々
も
こ
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
が
、

そ
の
解
決
策
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
生

活
が
大
き
く
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と

を
非
常
に
恐
れ
て
も
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
受

け
、
後
期
産
業
文
明
が
築
い
て
き
た
自

然
界
と
の
関
係
性
を
問
い
直
す
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
十
七
世
紀
に

入
り
、
人
間
は
人
間
以
外
の
世
界
か
ら

分
離
し
た
世
界
に
生
き
て
い
る
と
い
う

考
え
に
基
づ
く
「
自
然
主
義
」
と
よ
ば

問
い
直
さ
れ
る

自
然
界
と
の
関
係
性

新
た
な
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
へ
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完
全
な
意
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の

だ
。
こ
こ
で
い
う
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と

は
、
カ
ン
ト
が
か
つ
て
、
人
類
が
ど
こ

に
い
よ
う
と
も
文
明
的
・
平
和
的
暮
ら

し
を
実
現
す
る
た
め
の
普
遍
的
規
則
を

考
案
し
よ
う
と
提
唱
し
た
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ン
の
概
念
の
延
長
で
は
な
い
。
む
し

ろ
文
字
通
り
、
コ
ス
モ
ス
の
政
治
と
し

て
で
あ
り
、
も
は
や
人
類
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
な
っ
た
、
共
同
の
ふ
る
さ
と

と
し
て
の
地
球
の
政
治
で
も
あ
る
。

　
こ
れ
は
十
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
哲
学

者
や
十
九
世
紀
の
社
会
主
義
思
想
家
が

成
し
遂
げ
た
も
の
と
同
じ
規
模
の
政
治

思
想
革
命
を
意
味
し
、
こ
の
よ
う
な
革

命
は
少
な
く
と
も
実
際
面
で
は
す
で
に

そ
の
兆
し
が
あ
る
。
い
く
つ
か
の
国
々

で
は
、
生
活
環
境
（
山
岳
地
帯
・
河
川

流
域
・
海
岸
地
域
）
に
法
人
格
が
与
え

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
健
全
性
に
左
右
さ

れ
る
立
場
に
あ
る
人
間
を
代
理
人
と
し

て
、
利
益
を
主
張
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
十
六
世
紀
終
わ
り
以
降
、

自
然
お
よ
び
共
有
地
の
私
有
化
は
ヨ
ー

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
運
命
を
共
に
し

て
い
る
こ
と
に
我
々
は
気
づ
か
さ
れ
、

い
わ
ば
新
た
な
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム

と
い
え
る
領
域
に
地
球
規
模
で
突
入
し

て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
こ
う
し
た

方
法
で
自
ら
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
も

は
や
不
可
能
だ
ろ
う
。
そ
し
て
注
目
す

べ
き
は
、
こ
の
共
同
運
命
は
我
々
が
み

な
同
じ
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
て
い
る
事
実

に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
国
境

封
鎖
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
感

染
大
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
他
の
場
所
で
ま
た
別
の

動
物
由
来
感
染
症
が
発
生
す
る
の
を
防

ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

地
球
の
一
部
地
域
を
人
間
の
住
め
な
い

状
況
に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
雲
や
海
面
上
昇
、
猛
暑
と
い
っ

た
現
象
を
止
め
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
一
部
の
ア
マ
ゾ
ン
の
先
住
民
は
、
病

気
の
媒
介
者
や
金
鉱
採
掘
者
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
、
外
部
の
人
間
に
よ
る
先

住
民
領
域
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る

こ
と
は
で
き
て
も
、
人
間
以
外
の
な
じ

み
の
な
い
生
物
に
対
し
て
は
無
防
備
と

い
え
る
。
ま
さ
に
こ
う
し
た
点
に
お
い

て
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
い
う
言
葉
は

ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
世
界
中
に
お
け
る
進

歩
の
特
徴
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
を

含
む
い
く
つ
か
の
国
々
に
は
そ
の
連
続

的
動
き
か
ら
離
脱
し
た
小
規
模
共
同
体

も
存
在
す
る
。
彼
ら
は
、
競
争
、
私
有

化
、
地
球
の
契
約
を
最
大
限
に
利
用
し

て
い
く
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
生
物
種

間
の
連
帯
、
自
然
環
境
と
の
一
体
感
、

他
者
へ
の
思
い
や
り
、
そ
し
て
生
命
の

調
和
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
切
迫
し

た
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
希
望
を

持
つ
理
由
は
あ
る
の
だ
。パリのエリゼ宮で開催された生物多様

性のための「ワンプラネット・サミッ
ト」には各国の首脳のほか主要な国際
機関や国際NGOの代表がオンライン
で参加した（2021年1月11日）

様
々
な
試
み
の
な
か
の
希
望

2
新
た
な
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
へ
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か
ら
短
期
間
に
完
全
に
駆
逐
す
る
こ
と

は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
天
然
痘
の
よ

う
に
、
病
原
体
を
完
全
に
絶
滅
さ
せ
た

前
例
は
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
つ
い
て
は
、
直
近
一
、
二
年
の
間

に
完
全
絶
滅
に
追
い
や
る
と
断
言
で
き

る
人
は
い
な
い
。
精
度
が
上
が
っ
た
高

速
電
子
計
算
機
を
使
っ
て
、
マ
ス
ク
の

性
能
に
よ
っ
て
飛
沫
感
染
に
ど
の
よ
う

な
防
御
効
果
が
あ
る
か
が
推
定
さ
れ
、

こ
の
感
染
症
の
伝
搬
を
防
ぐ
上
で
、
良

質
な
マ
ス
ク
の
適
正
な
着
用
に
効
果
が

あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。

　
カ
タ
リ
ン
・
カ
リ
コ
博
士
の
執
念
の

よ
う
な
研
究
が
基
盤
と
な
り
、
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
R
N
A
（
m
R
N
A
）
を
使

っ
た
新
し
い
型
の
ワ
ク
チ
ン
が
作
ら
れ
、

先
進
国
を
手
始
め
に
接
種
が
進
ん
で
い

る
。
副
反
応
も
限
ら
れ
て
お
り
、
必
要

な
抗
体
が
産
生
し
て
い
る
の
で
、
普
及

が
進
め
ば
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
制
御
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。
ど
れ
く
ら
い

の
人
が
接
種
す
れ
ば
集
団
免
疫
が
で
き

る
か
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
が
、
仮
に
、

全
人
口
の
五
割
の
人
が
接
種
す
る
必
要

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
三
十
九
億
の
人
に
、

で
あ
る
。
ど
れ
だ
け
の
時
間
を
要
す
る

か
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
数
字
で
あ

る
。
抗
体
の
持
続
期
間
も
ま
だ
わ
か
ら

な
い
が
、
仮
に
一
年
だ
と
す
れ
ば
、
必

要
数
の
接
種
が
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、
先

に
接
種
し
た
人
の
再
接
種
の
時
期
が
や

っ
て
く
る
。
短
期
間
で
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
収
束
は
難
し
そ
う
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
争
に

打
ち
勝
つ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
ウ

イ
ル
ス
に
打
ち
勝
つ
と
安
易
に
叫
ぶ
人

も
あ
る
が
、
こ
こ
は
感
染
の
猖し
よ
う

獗け
つ

を

抑
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
人
類

と
が
調
和
あ
る
共
存
を
営
む
術
を
模
索

す
る
こ
と
で
あ
る
。
ウ
イ
ル
ス
の
変
異

株
が
拡
が
っ
て
も
、
も
っ
と
別
の
病
原

体
が
進
化
し
て
き
た
と
し
て
も
、
現
れ

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D－

19
）を
地
球
上

▶いわつき・くにお　人と自然の博物館名誉館長、東京大学名誉教授。
植物の多様性の解析と保全生物学的研究で日本学士院エジンバラ公賞受
賞、文化功労者。『生命系』など著書多数。
2016年コスモス国際賞受賞者

「コロナ後」の意味するもの
─戦いから共生へ

コ
ロ
ナ
禍
の

経
験
を
い
か
に
活
か
す
か
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き
る
か
、が
問
わ
れ
る
。コ
ロ
ナ
後
、と

は
、
コ
ロ
ナ
の
猖
獗
を
経
験
し
た
後
、

を
意
味
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
つ
き
合
っ
て
、
人
類
は
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
学
ん
だ
。
学
習
の
成
果
を
、
コ

ロ
ナ
後
の
社
会
に
正
し
く
活
か
し
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
学
習
し
た
の
は
地

球
に
生
き
る
全
て
の
人
で
あ
る
。
こ
の

経
験
を
じ
っ
く
り
と
解
析
す
る
の
は
特

定
の
専
門
家
だ
け
の
責
任
で
は
な
い
。

経
験
し
た
全
て
の
人
が
、
自
分
の
経
験

と
し
て
事
態
を
解
析
し
、
あ
る
べ
き
未

来
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
専
門
家
や

権
力
者
の
対
応
に
頼
り
な
が
ら
、
他
人

事
の
よ
う
に
、
評
論
家
的
に
見
る
だ
け

で
な
く
、
自
分
が
当
事
者
と
し
て
、
個

人
の
立
場
か
ら
も
責
任
あ
る
対
応
を
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
後
と
い
う
の
は
、
病
原
体
を

完
全
に
駆
逐
し
た
後
で
は
な
い
の
だ
か

ら
、
当
然
、
人
類
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
共
生
し
て
生
き
る
こ
と
に
な
る
。

共
生
と
は
、
自
分
に
都
合
の
良
い
お
友

達
だ
け
と
仲
良
し
社
会
を
つ
く
る
こ
と

た
新
型
と
の
共
生
の
道
を
求
め
る
こ
と

が
、
コ
ロ
ナ
後
を
考
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
と
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
が
地
球
上
に
大
き
な
傷
痕
を
残
し
た

後
、
そ
の
猖
獗
以
前
の
状
態
に
戻
す
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
歴
史
は
不
可
逆

的
な
時
の
流
れ
を
刻
む
。
人
の
暮
ら
し

を
何
年
か
前
の
社
会
に
戻
す
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
何
年
か
の
時
を
経
れ
ば
、

演
じ
ら
れ
る
の
は
新
し
い
事
態
へ
の
対

応
で
あ
る
。
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
新

し
い
事
態
に
直
面
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の

経
験
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
生
を
ど
の
よ
う

に
構
築
し
て
い
く
か
、
で
あ
る
。

　
こ
の
課
題
は
、
責
任
を
負
託
さ
れ
た

者
の
責
任
で
あ
る
と
同
時
に
、
全
て
の

地
球
人
に
、
個
々
の
人
に
望
ま
れ
る
対

応
も
期
待
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
コ
ロ

ナ
後
を
、
地
球
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、

日
本
は
ど
う
な
る
か
、
そ
こ
で
、
人
は

ど
の
よ
う
に
生
き
、
日
本
に
、
地
球
に

何
を
構
築
し
、
構
築
す
る
の
に
個
々
の

人
は
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で

で
は
な
い
。
悪
い
も
の
も
劣
っ
た
も
の

も
、
存
在
す
る
も
の
全
て
と
協
調
し
て

生
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
生
す
る
、

と
い
う
言
い
方
は
、
ま
る
で
病
原
体
と

一
緒
に
暮
ら
す
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。

こ
こ
で
、
人
と
自
然
の
共
生
を
上
手
に

営
ん
で
き
た
私
た
ち
の
祖
先
が
、
里
山

一般的なワクチン

mRNAワクチン
ウイルス

たんぱく質

核

体内にウイルスの
たんぱく質ができる

抗体ができ
発症を防ぐ

遺伝物質
（RNA）

mRNA

新型コロナウイルス 製剤化
接種

RNAを合成し
脂質でコーティング

培養 製剤化不活化
（毒性除去）

「
コ
ロ
ナ
後
」の
意
味
す
る
も
の
│
戦
い
か
ら
共
生
へ

3

地
球
の
全
て
の
人
が

学
ん
だ
こ
と

協
調
と
隔
離
│
│
共
生
の
心

ワクチンの仕組み
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れ
る
治
療
薬
の
開
発
が
待
望
さ
れ
る
。

治
療
薬
の
な
い
今
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
な
い
方
策
を
模
索
す
る
こ
と

で
あ
る
。
感
染
者
数
の
増
加
は
医
療
関

係
者
の
負
担
を
増
や
す
愚
行
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
短
期

間
で
の
開
発
の
た
め
に
は
、
生
き
物
に

つ
い
て
の
基
礎
情
報
を
よ
り
確
実
に
知

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
基

盤
研
究
の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。
日

本
で
の
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
の
遅
れ
は
、

ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
慎
重
な
姿
勢
に
よ

る
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ

れ
が
理
由
の
全
て
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
緊
急
の
対
応
を
求
め
、

早
期
に
経
済
活
動
を
再
開
し
よ
う
、
と

い
う
言
い
方
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行

以
前
（
二
〇
一
九
年
ま
で
）
の
状
況
に

戻
し
た
い
と
い
う
考
え
方
が
仄
見
え
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
に
戻

す
の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
以
後
の
世
界

を
ど
う
構
築
す
る
か
、
と
い
う
問
い
か

け
が
望
ま
れ
る
。
コ
ロ
ナ
以
前
に
既
に

行
き
詰
ま
っ
て
い
た
諸
課
題
を
、
コ
ロ

ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
改
善
す
る
こ
と
は
、

コ
ロ
ナ
後
を
構
築
す
る
世
代
に
と
っ
て

は
好
機
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
後
の
復

興
で
は
、
災
害
前
の
状
態
に
戻
す
だ
け

で
な
く
、
自
動
車
、
ラ
ジ
オ
、
飛
行
機

な
ど
、
当
時
開
発
が
進
ん
で
い
た
も
の

へ
の
傾
注
が
新
し
い
日
本
を
育
て
た
こ

と
を
思
い
出
し
て
お
こ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
自
粛
が
続
い
た

こ
と
か
ら
、
在
宅
勤
務
や
遠
隔
教
育
が

広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
な

ど
も
、
こ
の
と
こ
ろ
、
関
係
す
る
会
合

は
大
抵
遠
隔
会
議
の
形
式
で
あ
る
。
在

宅
勤
務
な
ど
の
普
及
が
、
交
通
地
獄
か

ら
の
脱
却
、
と
り
わ
け
東
京
一
極
集
中

の
解
消
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
。

も
ち
ろ
ん
、
対
面
で
な
け
れ
ば
成
り
立

た
な
い
場
合
も
結
構
あ
り
、
全
て
が
遠

隔
で
で
き
る
は
ず
は
な
い
が
、
働
き
方
、

学
び
方
は
、
コ
ロ
ナ
後
に
は
新
し
い
姿

を
創
り
上
げ
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
で
、

一
番
気
に
な
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
活

動
が
、
個
別
の
情
報
に
基
づ
き
、
個
別

と
い
う
緩
衝
地
帯
を
設
け
て
、
野
生
の

生
き
物
た
ち
と
人
の
活
動
地
帯
を
巧
み

に
地
域
割
り
し
て
き
た
歴
史
を
思
い
出

し
て
み
よ
う
。
共
生
に
は
、
相
反
す
る

も
の
を
う
ま
く
隔
離
す
る
技
を
取
り
入

れ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
平
気
で
病

原
体
に
近
づ
く
の
は
、
共
生
の
心
を
知

ら
ぬ
者
の
暴
挙
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
害
は
、
日

本
で
は
、
他
の
国
に
比
べ
て
低
く
抑
え

ら
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
、
最
前
線
で

治
療
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
医

療
関
係
の
人
々
の
、
高
い
医
療
技
術
と
、

治
療
へ
の
強
い
意
欲
の
お
か
げ
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
多
く
の
人
々
が
、
医

療
関
係
者
の
示
唆
に
応
じ
て
、
飛
沫
感

染
を
避
け
る
た
め
に
は
マ
ス
ク
を
つ
け
、

接
触
感
染
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
外
出

後
の
手
洗
い
、
消
毒
を
徹
底
し
、
他
人

と
密
接
に
触
れ
合
う
こ
と
を
避
け
る
こ

と
が
一
定
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
コ
ロ
ナ
後
に
も
、
感
染
が
再
び

拡
大
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
す
る
以
上
、

人
体
へ
取
り
入
れ
る
こ
と
を
避
け
、
体

内
で
培
養
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
気
を

つ
け
た
い
。

　
病
原
体
は
、
そ
れ
ま
で
は
特
に
目
立

た
な
い
存
在
だ
っ
た
何
か
か
ら
分
化
し

た
新
し
い
突
然
変
異
型
が
ヒ
ト
に
害
を

与
え
る
も
の
で
あ
る
。
生
き
物
の
突
然

変
異
は
常
に
一
定
の
割
合
で
生
じ
る
の

だ
か
ら
、
新
し
い
病
原
体
が
進
化
し
て

く
る
機
会
は
恒
常
的
に
あ
る
と
知
り
た

い
。
新
し
い
病
原
体
に
よ
る
感
染
症

（
や
、
そ
の
他
の
異
常
）
が
生
じ
、
流
行

す
る
可
能
性
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
に
で

も
あ
る
。

　
突
然
変
異
体
は
全
て
が
悪
者
と
い
う

の
で
は
な
い
。
人
に
と
っ
て
有
利
な
突

然
変
異
体
が
進
化
す
る
可
能
性
も
、
低

い
率
で
は
あ
る
が
、
存
在
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
い
、
害
を
与
え
る
突
然

変
異
体
と
い
っ
て
も
、
全
て
が
悪
と
は

限
ら
な
い
。
毒
に
な
る
生
き
物
か
ら
貴

重
な
薬
品
が
創
ら
れ
る
例
が
あ
る
よ
う

に
、
害
虫
は
悪
者
と
速
断
す
る
の
も
間

違
い
で
あ
る
。

　
悪
質
の
突
然
変
異
体
と
の
共
生
の
道

を
見
出
す
た
め
に
、
ワ
ク
チ
ン
に
加
え

て
、
病
原
体
の
も
た
ら
す
被
害
か
ら
逃

新
た
な
感
染
症
の

可
能
性
と
対
策

新
し
い
世
界
の
構
築

個
別
の
対
応
策
か
ら

知
見
の
総
体
へ

24KOSMOS_2021_Autumn

の
対
象
に
つ
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
特
定
領
域
の
優
れ
た
専
門

家
が
当
該
領
域
の
第
一
線
の
情
報
を
紹

介
さ
れ
、
対
応
策
を
披
瀝
さ
れ
、
積
極

的
な
指
導
を
行
わ
れ
る
こ
と
は
高
く
評

価
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、

関
連
の
情
報
を
総
括
し
、
現
状
の
知
見

の
総
体
か
ら
見
て
何
が
で
き
る
か
を
見

せ
る
努
力
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
が

大
変
残
念
な
現
実
で
あ
る
。
個
別
に
は

優
れ
た
対
応
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全

体
と
し
て
見
れ
ば
い
ろ
い
ろ
問
題
が
残

さ
れ
て
い
る
。
現
状
の
分
析
で
も
、
対

応
策
の
立
案
で
で
も
、
そ
の
状
態
が
続

き
そ
う
な
点
に
は
、
改
め
て
問
題
意
識

を
提
起
し
た
い
。
生
物
の
進
化
は
個
別

に
生
じ
る
突
然
変
異
が
生
み
出
す
も
の

で
は
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
平
衡
あ
る

生
物
圏
を
創
り
上
げ
て
い
く
よ
う
に
、

個
々
の
人
が
歴
史
に
直
面
す
る
の
は
個

別
の
事
象
に
つ
い
て
で
は
あ
る
も
の
の
、

そ
れ
は
常
に
総
体
と
の
関
わ
り
の
う
ち

に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
ま
だ
地
球

上
で
暴
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

後
の
地
球
人
の
在
り
方
を
見
定
め
な
が

ら
、
日
々
の
変
化
の
う
ち
か
ら
こ
の
突

然
変
異
体
と
の
共
生
の
道
を
見
出
し
た

い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
感
染

症
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災

害
な
ど
で
も
、
人
類
が
存
亡
の
危
機
に

直
面
し
た
こ
と
は
何
度
も
あ
っ
た
。
そ

の
度
に
、
そ
の
時
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、

人
類
は
危
機
を
乗
り
越
え
、
新
し
い
歴

史
の
構
築
に
成
功
し
て
き
た
。
地
球
規

模
で
人
の
交
流
が
容
易
に
な
っ
た
時
代

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
世
界
的
大
流

行
を
乗
り
越
え
て
、
新
し
く
、
健
全
な

世
界
を
構
築
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
見
出
さ
れ
る
新
し

い
生
活
様
式
の
、
健
全
な
る
展
開
を
期

待
し
た
い
。

兵庫県川西市黒川地区の里山風景。か
つて奥山、里山、人里と呼ばれたよう
に、里山とは燃料や肥料に使う木や枝
葉を得るために「人が立ち入る山」の
こと。木を切り、再生し、成長すれば
切るという作業を繰り返すことで、自
然との緩衝地帯として里山は保たれて
きた。猪名川上流のクヌギ林は、今で
も「菊炭」と呼ばれる炭が盛んに作ら
れている日本で唯一の生きた里山であ
り、周期的な伐採が生み出したパッチ
ワーク状の景観が象徴的である

「
コ
ロ
ナ
後
」の
意
味
す
る
も
の
│
戦
い
か
ら
共
生
へ
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脅
威
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
。
数
年
後
、
こ
の

深
刻
な
危
機
が
収
束
し
た
後
の
世
界
は
、

ど
う
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ワ
ク
チ
ン
が
す
ぐ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
か
ら
私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
る

と
い
う
推
測
が
広
が
っ
て
い
る
。
残
念

な
が
ら
、
こ
の
推
測
は
か
な
り
確
実
性

に
欠
け
る
。中
国
、米
国
、ロ
シ
ア
、英

国
な
ど
多
く
の
国
は
ワ
ク
チ
ン
を
競
う

よ
う
に
開
発
し
て
お
り
、
最
初
の
ワ
ク

チ
ン
が
ま
さ
に
使
用
可
能
に
な
っ
た
ば

か
り
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る

の
は
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
、
最
善
の
シ

ナ
リ
オ
、
そ
し
て
、
そ
の
中
間
に
あ
る

す
べ
て
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

　
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
が
始
ま
っ
て
い
る

兆
候
は
、
す
で
に
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。

一
部
の
国
で
は
、
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
を

開
発
し
、
テ
ス
ト
し
、
配
給
し
始
め
て

い
る
が
、
世
界
七
十
七
億
の
人
々
に
十

分
行
き
渡
る
量
の
ワ
ク
チ
ン
を
製
造
し
、

世
界
中
に
配
給
す
る
こ
と
は
、
一
夜
で

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
初
め
の
う
ち
は
供
給
量
が
十
分
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
切
望
さ
れ
る
最
初
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
の
は
誰
か
。
常

識
的
な
案
で
は
、
最
初
の
接
種
は
医
療

関
係
者
に
提
供
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
て

い
る
。
医
療
従
事
者
は
、
人
々
に
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
、
患
者
の
治
療
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
医
療
従
事

者
を
除
け
ば
、
富
裕
層
の
有
力
者
が
、

金
も
影
響
力
も
な
い
人
々
よ
り
も
先
に

ワ
ク
チ
ン
を
獲
得
す
る
方
法
を
見
つ
け

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
利
己
主
義
的
な
考
え

は
、
一
国
内
で
の
ワ
ク
チ
ン
配
分
の
み

な
ら
ず
、
国
際
的
に
も
当
て
は
ま
る
可

能
性
が
高
い
。
ワ
ク
チ
ン
開
発
国
は
、

間
違
い
な
く
自
国
民
を
優
先
す
る
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
優
先
順
位
付
け
は
、

数
か
月
前
の
マ
ス
ク
で
も
起
き
て
い
る
。

マ
ス
ク
が
品
薄
に
な
り
、
中
国
か
ら
の

輸
入
品
が
欧
州
に
到
着
す
る
と
、
マ
ス

ク
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
国
々
で
す
さ

ま
じ
い
買
取
合
戦
が
起
こ
っ
た
。
今
回

は
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
、
ワ
ク
チ
ン
開

発
国
が
、
政
治
的
、
経
済
的
に
敵
対
す

る
国
に
ワ
ク
チ
ン
を
提
供
し
な
い
可
能

性
も
あ
る
。

界
中
の
人
々
が
、
ど
の
国
も
独

力
で
は
克
服
で
き
な
い
共
通
の ▶Jared Mason Diamond　カリフォルニア大学ロサンゼルス

校、地理学教授。著書に、『銃・病原菌・鉄』（ピューリッツァー
賞受賞）、『文明崩壊』など、世界的ベストセラー多数
1998年コスモス国際賞受賞者

ジャレド・メイソン・ダイアモンド

グ
ロ
ー
バ
ル
で

解
決
す
べ
き
問
題

最
悪
の
シ
ナ
リ
オ

世

世界を持続可能な
軌道へと導くために
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内
の
感
染
は
抑
え
込
ん
だ
が
、
帰
国
者

た
ち
に
よ
る
新
た
な
感
染
が
続
い
た
。

こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
重
要
な
結
論

は
、
世
界
中
の
国
々
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
が
な
く
な
ら
な
い
限

り
、
安
全
な
国
な
ど
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
は
グ
ロ
ー
バ
ル
で
解
決

す
べ
き
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
気
候
変

動
、
世
界
的
な
資
源
の
枯
渇
、
格
差
が

も
た
ら
す
社
会
の
不
安
定
化
と
い
っ
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
解
決
策
が
必
要
な
諸
問

題
が
私
た
ち
人
類
に
示
唆
す
る
危
機
に

比
べ
れ
ば
些
細
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の

事
実
を
、
私
は
前
向
き
に
受
け
止
め
て

い
る
。

　
国
内
で
収
束
さ
せ
た
だ
け
で
永
遠
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
解

放
さ
れ
る
国
が
な
い
よ
う
に
、
国
内
で

化
石
燃
料
へ
の
依
存
度
を
下
げ
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
を
減
ら
す
だ
け
で
は
、

ど
の
国
も
自
ら
を
気
候
変
動
か
ら
守
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
同
様
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

　
だ
が
考
え
て
み
れ
ば
、
利
己
的
な
自

国
優
先
主
義
は
、
自
ら
の
首
を
絞
め
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ど
の
国
も
、
た

と
え
短
期
的
で
あ
っ
て
も
、
国
内
で
コ

ロ
ナ
禍
を
収
束
さ
せ
て
自
国
だ
け
安
全

に
な
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
現
在
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
あ
っ
て
は
、

感
染
症
が
収
束
し
て
い
な
い
他
の
国
か

ら
再
び
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ
る
だ

け
の
こ
と
だ
。

　
そ
の
よ
う
な
事
態
は
、
既
に
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
と
ベ
ト
ナ
ム
で
起
き
て
い

る
。
両
国
と
も
厳
格
な
対
策
に
よ
り
国

に
は
政
治
的
国
境
な
ど
存
在
し
な
い
。

　
気
候
変
動
、
資
源
の
枯
渇
、
格
差
が

私
た
ち
の
生
存
や
生
活
の
質
に
も
た
ら

す
脅
威
は
、
現
在
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
よ

り
も
は
る
か
に
深
刻
だ
。
最
悪
の
シ
ナ

リ
オ
と
し
て
、
地
球
上
の
全
人
口
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
そ
の

結
果
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
命
を
落
と
し
た

と
し
て
も
、
死
者
は
「
ほ
ん
の
」
一
億

五
四
〇
〇
万
人
に
す
ぎ
な
い
。
あ
と
の

七
十
五
億
四
六
〇
〇
万
人
は
生
き
残
る
。

人
類
の
生
存
を
保
証
す
る
に
は
、
あ
ま

り
あ
る
数
字
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
気
候
変

動
、
資
源
の
枯
渇
、
格
差
が
私
た
ち
人

類
に
示
唆
す
る
危
機
に
比
べ
れ
ば
、
些

細
な
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
ウ
イ
ル

ス
と
い
う
、
よ
り
穏
や
か
な
脅
威
に
は

突
き
動
か
さ
れ
る
の
に
、
な
ぜ
気
候
変

動
と
い
っ
た
世
界
を
脅
か
す
脅
威
に
対

し
て
は
行
動
を
起
こ
さ
な
い
の
か
。
そ

の
答
え
は
明
ら
か
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
心
が
集
中
す
る
の
は
、
素

早
く
（
数
日
、
数
週
間
以
内
に
）
し
か

も
分
か
り
や
す
く
感
染
者
を
病
気
に
さ

せ
、
命
を
奪
う
か
ら
で
あ
る
。

　
対
照
的
に
、
気
候
変
動
は
、
食
料
生

産
の
減
少
、
飢
餓
、
異
常
気
象
、
温
帯

地
域
へ
の
熱
帯
病
の
蔓
延
と
い
っ
た
間

接
的
な
変
化
を
通
し
て
、
じ
わ
じ
わ
と
、

そ
し
て
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
く
、
私

た
ち
を
滅
亡
に
導
く
。
そ
れ
ゆ
え
、
気

候
変
動
は
グ
ロ
ー
バ
ル
で
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
脅
威
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
持
ち
に
く
い
。

　
私
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
命
を
落
と
し

た
友
人
た
ち
を
追
悼
し
つ
つ
も
、
こ
こ

に
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
希
望
を
見

出
す
理
由
が
あ
る
と
考
え
る
。
世
界
史

上
初
め
て
、
全
地
球
上
の
人
々
が
、
ど

の
国
も
独
力
で
は
克
服
で
き
な
い
共
通

の
脅
威
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
認
め

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
だ
。

　
も
し
も
世
界
中
の
人
々
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
、
否

が
応
で
も
団
結
し
た
ら
、
私
た
ち
は
そ

こ
か
ら
教
訓
を
得
る
だ
ろ
う
。
気
候
変

動
、
資
源
枯
渇
、
格
差
に
立
ち
向
か
う

た
め
に
、
な
ん
と
し
て
も
協
力
す
る
気

運
が
高
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す

れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

世
界
は
つ
い
に
持
続
可
能
な
軌
道
に
乗

り
、
悲
劇
だ
け
で
な
く
救
済
が
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

インドネシア東端（ニ
ューギニア島）のジャ
ヤビジャヤ山脈で、川
にかかる橋を渡る博士
（1993年）。4700m級
の高峰が連なる山脈か
ら発する河川は水量が
豊富で、下流には広大
な湿地帯が広がる

前
向
き
の
シ
ナ
リ
オ

世
界
を
持
続
可
能
な
軌
道
へ
と
導
く
た
め
に
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の
あ
い
だ
に
世
界
規
模
で
拡
大
し
た
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
二
〇
二
一
年
七
月
末

時
点
で
、
全
世
界
で
、
感
染
者
総
数
一

億
九
四
〇
〇
万
人
、
死
者
四
一
六
万
人
、

日
本
だ
け
で
も
、
感
染
者
数
八
十
九
万

人
、
死
者
一
万
五
千
人
を
超
え
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
は
ひ
と
つ
の
福
音
に

は
な
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
各
国
に
普

及
し
、
人
類
の
か
な
り
の
ポ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
免
疫
を
持
つ
よ
う
に
な
る
に

は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

ワ
ー
プ
ス
ピ
ー
ド
で
急
増
さ
れ
た
ワ
ク

チ
ン
の
有
効
性
や
副
作
用
に
懸
念
を
持

つ
人
々
も
多
い
。

　
そ
も
そ
も
ウ
イ
ル
ス
と
は
何
か
。
ウ

イ
ル
ス
は
、
細
胞
や
バ
ク
テ
リ
ア
よ
り

ず
っ
と
小
さ
く
、
細
胞
が
サ
ッ
カ
ー
ボ

ー
ル
と
す
る
な
ら
、
ゴ
マ
粒
く
ら
い
の

小
さ
い
粒
子
で
あ
る
。
私
の
生
命
観
か

ら
い
え
ば
、
生
命
と
は
「
動
的
平
衡
」、

で
あ
る
か
ら
、
ウ
イ
ル
ス
は
生
命
体
と

は
い
え
な
い
。
動
的
平
衡
と
は
、
生
命

の
も
っ
と
も
本
質
的
な
特
性
で
あ
り
、

た
え
ず
分
解
と
合
成
を
繰
り
返
し
、
そ

の
上
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
も
の
だ
と
定

義
さ
れ
る
。
ウ
イ
ル
ス
は
、
そ
れ
自
体

で
は
、
呼
吸
も
代
謝
も
し
て
い
な
い
か

ら
だ
。
そ
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
は
、
私
た

ち
に
襲
い
か
か
っ
て
来
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
自

走
能
力
も
遊
泳
能
力
も
、
む
ろ
ん
飛
行

能
力
も
な
い
。
す
べ
て
は
人
間
が
運
ん

で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
で
は
、
い
っ
た
い
ウ
イ
ル
ス
と
は
何

者
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
我
々
自
分

自
身
の
欠か
け
ら片
で
あ
る
。
ウ
イ
ル
ス
は
、

D
N
A
も
し
く
は
R
N
A
が
タ
ン
パ
ク

質
や
脂
質
の
殻
の
中
に
入
っ
た
も
の
で
、

単
な
る
物
質
の
塊
だ
。
単
純
な
構
造
ゆ

え
に
、
地
球
上
に
生
命
が
誕
生
し
た
最

初
の
頃
か
ら
存
在
す
る
非
常
に
原
始
的

な
も
の
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
ち
が
う
。

ウ
イ
ル
ス
は
元
々
、
私
た
ち
高
等
生
物

の
ゲ
ノ
ム
の
一
部
で
あ
り
、
そ
れ
が
た

ま
た
ま
外
へ
飛
び
出
し
た
も
の
。
そ
の

欠
片
が
、
環
境
を
さ
ま
よ
う
う
ち
に
変

化
し
、
ま
た
戻
っ
て
き
て
、
ち
ょ
っ
と

悪
さ
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
ウ

イ
ル
ス
だ
。
今
も
、
絶
え
ず
高
等
生
物

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
の
収

束
が
見
通
せ
な
い
。
一
年
ほ
ど

利他的なウイルス
新しい情報で
生物個体の進化を加速
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か
ら
飛
び
出
し
、
ま
た
飛
び
込
ん
で
来

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ウ
イ
ル
ス

（
そ
の
も
の
は
生
命
体
と
は
い
え
な
く

と
も
）
も
生
命
の
環
の
一
員
で
あ
り
、

自
然
の
一
員
で
あ
る
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
て

い
る
の
か
。
そ
れ
は
ウ
イ
ル
ス
が
情
報

の
運
び
屋
だ
か
ら
で
あ
る
。
通
常
、
遺

伝
情
報
は
、
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
に

し
か
伝
達
で
き
な
い
。
つ
ま
り
垂
直
方

向
に
し
か
伝
わ
ら
な
い
。
し
か
し
ウ
イ

ル
ス
の
よ
う
な
存
在
が
あ
れ
ば
、
遺
伝

情
報
は
、
個
体
か
ら
個
体
へ
水
平
方
向

に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
種
を
越
え
て
さ

え
伝
達
し
う
る
。
環
境
を
渡
り
歩
い
て

い
る
あ
い
だ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
宿
主
の

細
胞
内
に
入
り
込
み
、
そ
こ
で
増
殖
を

行
う
際
、
宿
主
の
遺
伝
子
情
報
の
一
部

を
取
り
込
ん
だ
り
、
与
え
た
り
す
る
。

つ
ま
り
、
ウ
イ
ル
ス
は
、
新
し
い
情
報

を
生
物
個
体
に
も
た
ら
し
、
進
化
を
加

速
し
て
く
れ
る
存
在
な
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
に
ウ
イ
ル
ス
が
進
化
の
プ

ロ
セ
ス
で
温
存
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
宿

主
に
全
く
気
づ
か
れ
る
こ
と
な
く
、
生

物
間
の
行
き
来
を
繰
り
返
し
、
さ
ま
よ

う
ウ
イ
ル
ス
は
何
百
何
千
と
存
在
し
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
運
動
は
と
き

に
宿
主
に
病
気
を
も
た
ら
し
た
り
、
死

を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
う
る
。
し
か

し
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
遺
伝
子
の
水
平
移
動
は
、
情
報
の
交

換
と
包
摂
に
役
立
っ
て
い
っ
た
。
つ
ま

り
、
ウ
イ
ル
ス
は
、
利
己
的
遺
伝
子
の

権
化
と
し
て
、
自
分
自
身
の
増
殖
だ
け

を
唯
一
無
二
の
目
的
と
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
て
、
生
命
全
体
に
と
っ
て
は
極

め
て
「
利
他
的
」
な
存
在
な
の
で
あ
る
。

　
い
や
、
と
き
に
ウ
イ
ル
ス
が
病
気
や

死
を
も
た
ら
す
こ
と
で
す
ら
、「
利
他

的
」
な
行
為
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

病
気
は
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
動
的
平
衡
を

揺
ら
し
、
新
し
い
平
衡
状
態
を
求
め
る

こ
と
に
役
立
つ
。
そ
し
て
個
体
の
死
は
、

仕
組
み
を
壊
し
、
新
し
い
仕
組
み
の
構

築
に
役
立
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
こ
こ
で

も
、
利
他
を
な
し
て
い
る
と
さ
え
い
え

る
。

　
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
目
前
の
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
一
言
で
い

え
ば
、「
正
し
く
畏お
そ

れ
る
」
と
い
う
こ
と

に
尽
き
る
と
思
う
。
畏
れ
る
、
と
い
う

の
は
、
む
や
み
や
た
ら
に
恐
怖
を
抱
い

た
り
、
強
迫
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
持

つ
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

　
人
類
は
過
去
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症

や
自
然
災
害
の
試
練
を
受
け
つ
つ
も
、

何
と
か
生
き
延
び
て
き
た
。
病
原
体
が

自
然
の
一
部
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
た
ち

の
身
体
も
ま
た
自
然
の
一
部
で
あ
る
。

身
体
は
、
押
さ
れ
れ
ば
押
し
返
し
、
沈

め
よ
う
と
す
る
力
が
働
け
ば
、
浮
か
び

上
が
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
の
源
は
、
生
命
が
動
的
平
衡
で
あ
る

こ
と
だ
。
生
命
は
、
絶
え
ず
、
新
し
い

平
衡
を
求
め
て
そ
の
運
動
を
止
め
な
い
。

そ
の
個
体
が
専
有
し
て
い
た

生
態
学
的
な
地
位
、
つ
ま
り

ニ
ッ
チ
を
、
新
し
い
生
命
に

手
渡
す
と
い
う
、
生
態
系
全

体
の
動
的
平
衡
を
促
進
す
る

行
為
で
あ
る
。
つ
ま
り
個
体

の
死
は
最
大
の
利
他
的
行
為

な
の
で
あ
る
。
ウ
イ
ル
ス
の

存
在
は
そ
れ
に
手
を
貸
し
て

い
る
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ウ

イ
ル
ス
が
も
た
ら
す
混
乱
や

騒
動
は
、
社
会
的
・
経
済
的

な
シ
ス
テ
ム
を
揺
さ
ぶ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
世
界
全
体
の

動
的
平
衡
を
調
整
し
う
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
既
成
の

進
化
を
加
速
し

利
他
を
な
す
ウ
イ
ル
ス

コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て

利
他
的
な
ウ
イ
ル
ス 

新
し
い
情
報
で
生
物
個
体
の
進
化
を
加
速

5

29 KOSMOS_2021_Autumn



縮
小
し
、
重
症
化
の
リ
ス
ク
も
弱
ま
る
。

ウ
イ
ル
ス
の
側
も
変
化
を
繰
り
返
し
、

ほ
ど
ほ
ど
の
毒
性
を
示
す
だ
け
の
も
の

と
な
る
。
宿
主
を
す
ぐ
に
倒
し
て
し
ま

う
よ
う
な
毒
性
の
強
い
ウ
イ
ル
ス
は
、

宿
主
も
ろ
と
も
倒
れ
、
大
き
く
広
が
る

こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
新
型
」
ウ

イ
ル
ス
は
や
が
て
「
常
在
型
」
ウ
イ
ル

ス
と
な
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
、

大
半
の
ケ
ー
ス
で
は
軽
度
の
風
邪
症
状

を
も
た
ら
す
だ
け
の
普
通
の
ウ
イ
ル
ス

の
ひ
と
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
、
ヒ
ト
・

ウ
イ
ル
ス
の
共
生
関
係
が
形
成
さ
れ
て

い
く
だ
ろ
う
。

　
今
後
、
感
染
は
、
収
束
し
た
か
の
よ

う
に
見
え
て
ま
た
拡
大
す
る
こ
と
も
あ

る
は
ず
だ
。
そ
し
て
長
い
期
間
に
わ
た

っ
て
私
た
ち
と
と
も
に
あ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
ウ
イ
ル
ス
が
自
然
の
一
員

で
あ
る
限
り
、
撲
滅
し
た
り
、
打
ち
勝

っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ウ
イ

ル
ス
と
戦
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ

こ
そ
が
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
で
あ
る
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
中

世
の
黒
死
病
、
十
九
世
紀
の
コ
レ
ラ
、

二
十
世
紀
初
頭
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
よ

う
に
、
歴
史
の
教
科
書
に
特
記
さ
れ
る

そ
れ
ゆ
え
に
、
生
命
は
柔
軟
で
あ
り
、

可
変
的
で
、
適
応
的
で
あ
る
。
平
衡
が

乱
れ
れ
ば
自
ら
回
復
す
る
よ
う
に
動
き
、

損
傷
が
起
き
れ
ば
修
復
し
よ
う
と
す
る
。

も
し
病
原
体
が
身
体
に
侵
入
し
て
く
れ

ば
、
ま
ず
は
自
然
免
疫
と
呼
ば
れ
る
防

衛
シ
ス
テ
ム
が
作
動
し
、
一
定
の
抑
止

力
が
働
く
。
な
お
も
病
原
体
が
勝
手
な

増
殖
を
止
め
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
獲

得
免
疫
と
い
う
よ
り
強
力
な
防
衛
網
が

発
動
し
、
抗
体
や
免
疫
細
胞
が
、
病
原

体
を
破
壊
す
る
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
は

ま
ず
自
分
自
身
の
身
体
の
自
然
、
つ
ま

り
免
疫
力
や
動
的
平
衡
の
力
を
信
ず
る

べ
き
な
の
だ
。
ワ
ク
チ
ン
は
あ
く
ま
で

も
身
体
の
自
然
を
側
面
支
援
す
る
補
助

的
な
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
関
し
て
も
、
長

期
的
に
み
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
と
、
宿
主

で
あ
る
人
間
の
身
体
の
あ
い
だ
に
、
あ

る
種
の
動
的
平
衡
が
形
成
さ
れ
、
ウ
イ

ル
ス
は
恐
れ
る
に
足
ら
な
い
存
在
と
化

す
は
ず
だ
。
人
間
の
側
に
免
疫
記
憶
が

広
が
れ
ば
、
お
の
ず
と
感
染
の
拡
大
は

よ
う
な
世
界
史
的
事
件
と
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
中
を
く
ぐ

り
抜
け
て
、
人
類
は
生
き
延
び
て
い
く

こ
と
も
間
違
い
な
い
。
私
た
ち
は
歴
史

の
証
人
な
の
で
あ
る
。

ウィズコロナをふまえたルールのなかで新しい日常が動き出す

ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
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っても、状況は変わっていない。新型コロナウイル
スがかくも広範囲にわたって大規模かつ長期にわた
る被害をもたらした理由は、もちろんいろいろある。
感染症の対策を軽視してきた政策上の問題、ワクチ
ン開発が困難になっている制度のあり方、などなど。
しかし、そういった社会的・文化的な層よりさらに
深いところで、地球の生態系と人類との関係がいび
つにゆがんでしまったことが、大きな構造的原因と
して横たわっている。パンデミックは地球環境問題
の一環でもあるのだ。これは、生態学や進化学など
に関わる研究者たちの間では、常識といってもよい
くらい共有されている意見だろう。
　自然破壊や環境汚染の程度が進んだというだけで
なく、人と物がかくも大量かつ高速かつ広範囲に移
動し続ける状況は、20世紀最後の数十年間から21世
紀初頭になるまで、人類史上いまだかつて出現した
ことがない、空前絶後の未曽有の現象だ。どこかで
新しい病原体が出現すれば、その日のうちに地球の
裏側に到達してしまう可能性がある。そんな状況を、
ぼくたち人類は経済発展やグローバル化の名の下に
推し進めてきた。それが一概に悪いとは言わない。
だが、なんであれ、リスクの伴わない発展はありえ
ない。
　実際、パンデミックが遠からず出現して人類社会
に大きなダメージを与えることは、研究者に限らず
さまざまな領域で数十年前から予想されてきた。だ
から言っただろう!というのが、専門家たちの正直
な気持ちかもしれない。専門家に限らず、文学や映
画やマンガのテーマにも、繰り返しなってきた。
「次」はコロナウイルスの突然変異型で、中国からは
じまるだろうということも、かなりの確度で予測さ
れていたことである。
　今回寄稿してくださったコスモス国際賞歴代受賞
者からの3名は、いずれも、地球規模で人類と自然
生態系の関係を考察してきた碩学である。岩槻邦男
博士は日本の植物学者。専門分野はあえて言えば形
態分類学ということになるのだろうが、その領域を

はるかに越えて、分子生物学の手法を駆使しながら
の活躍の範囲は進化学や生態学にも及んでいる。学
生時代に生態学や進化学を専攻していたぼくにとっ
ては雲の上のような存在であり、敬して「多様性学
者」とお呼びしたくなるのが偽らざる心情である。
　岩槻博士が生物の側から人と自然の関係を考察し
てきたとすれば、フィリップ・デスコラ博士は「人」
の側から同じ問題を見てきた方だ。アマゾン流域の
アチュア族を対象とした3年間におよぶ現地調査を
もとに、人と自然を分けてとらえるのではなく、両
者が共存・共生するための根本的な思想枠組みを構
築した。自然の世界と人工の世界は連続しているし、
連続しうるという彼の世界観は、西洋近代パラダイ
ムへの明白で実証的で説得力のあるアンチテーゼと
なっている。
　ジャレド・ダイアモンド博士は、人と自然の「間」
を論じてきたと言ってよいだろう。世界的なベスト
セラーになった『銃・病原菌・鉄』を始めとする一
連の著作は、人類の文明の興亡を、生態学的かつ歴
史学的に論じた、文字通りの学際的な成果である。
ダイアモンド博士は、もともと、進化生態学と分子
生理学、マクロとミクロの二つの分野で研究者とし
て活動してきた人である。異なる分野、「あちら」と
「こちら」に橋を架けるのが抜群にうまい。その異分
野架橋作業が人と自然との間にまで及ぶのは、彼に
とっては必然的な学問的発展だったのかもしれない。
　自然の側から見るか、人の側から見るか、両者の
関係に狙いをつけるか──三者三様それぞれの立場
の違いはあれど、共通する視点やメッセージも多い。
多様性こそが生物の真髄であること。人と自然は対
立するものではなく、人は自然の一部であること。
そして、人は長い期間にわたって積み重ねてきた経
験と学術的な知見にもとづいて自然との健全な付き
合い方を実行してきたし、これからもしていくだけ
の英知を身につけていること。
　新型コロナウイルス感染症の猛威を前に、今一度、
ぼくたちはこれらのメッセージを噛みしめる必要が
あるはずだ。

後記 多様性こそが生物の真髄
コスモス国際賞歴代受賞者からのメッセージ
佐倉統

020年は新型コロナウイルス感染症（COVI
D-19）に明け暮れた1年だった。2021年にな

利
他
的
な
ウ
イ
ル
ス 

新
し
い
情
報
で
生
物
個
体
の
進
化
を
加
速

5
2

東京大学大学院情報学環教授、理化学研究所革新知能総合研究センター科学技術と社会チームリーダー
コスモス国際賞選考専門委員会委員
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本誌のタイトルは、COSMOSではなく、あえてKOSMOS
としています。どちらも意識・心の領域をも含めた「秩
序と調和の宇宙」を意味しますが、真の共生の在り方を
探る本誌として、古代ギリシアの哲学者たちが自然科学
を論じたときに用いたKOSMOSを使うことで、人類の
本質的課題にアプローチしたいと考えています。

『KOSMOS』の誌名にこめた思い

　今回の感染症特集にあたり、自然がいかに奇跡
的なバランスで我々人類を含む生命を育み、命の
維持と循環ができる役割を担っていたかを痛感し
ました。私たちは日々の生活に追われてしまい、
病気や怪我などに直面しないと、忘れていた大事
なことを思い出しませんが、現感染症も同様と思
います。
　今号は、感染症特集としてコスモス国際賞受賞
者をはじめ、各有識者の知見を掲載しています。
悲観的側面ではなくポストコロナの実現に目を向
け、環境政策のみならず、バイオミメティクスな
どの「自然と共生していく」発想を起点とする新
技術や理念を抱いた社会へのシフトが進むことを
願っています。（花博記念協会K.S.）

編集後記

飛鳥時代からムラサキという白花の根（紫根）を染
料に、灰汁と酢で発色させた日本の紫は、赤みを帯
びた中国の紫より優雅で、推古天皇十一年（603年）
の『冠位十二階』に最高位の「徳」にあたる色とし
て記されている。紫根には解熱効果や殺菌作用があ
るため治療薬としても使用され、また神秘的な紫は
魔除けや邪気祓いの色とされた。

［写真］桔梗の花、リュウキュウアカショウビン、沖縄
県慶良間諸島座間味のサンゴ礁、紫水晶、薩摩切子

「紫」（むらさき）表紙の解説


